
時期 1年前期 担当者

単位数 1

時間数 15

回数 方法

ßï方法

テキスø

参考書

zy

ÿ参考書Ā>新wい国語è記ハンùブック0�八版?

備考

7

日本語~語彙eÿ同音異義語・同訓異字・対義語Ā

8 確認試験1講義~まx±

受講上
~注意 終講試験0100点

適切z日本語使用~w}»医療従事者を目指w1学習内容x医療行
為x~関連uけを行うこx²�切wあ»2

5

説明・è現~技法ÿ事実・意�・根拠Ā

6

日本語~語彙dÿ慣用句・こxわv・故事成語Ā

3

敬語~適切z使用ÿ尊敬語1�譲語1丁寧語Ā

4

要約~方法

1

日本語~書_ÿ縦書}・横書}~要点Ā1漢字~楷書・行書

2

傾聴~意義x方法ÿ言語1非言語Ā

科目名 現代日本語

科目目標

国語~基礎wあ»<我|国~言語ç化={関す»知Û・技能~習得を±vす2具体的{�1
ç字・è記・語句・ç・ç章・言葉遣い{関す»力~高度化を図»2話すこx1Þくこx{
関連wv1敬語~適切z使用1過不足~zいスピーチ1傾聴~姿勢|w}»¸う{z»2ま
た1書くこx{関連wv1語彙を増やw1簡潔w論理的zç章|書け»¸う{z»2u¹
{1読°こx{関wv1要約wç章~主旨を捉え¹¼»¸う{z»

林0裕�
実務経験
内容

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義



時期 1年後期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

ß価方法

テキスト
Ó考書
zy

{t記号1また�記号1否定記号1そ¼¹~関係

z¹�記号1三段論法1逆x対偶

異種量化子{¸»二重量化

使用しzい

備考

総括及び終講試験

受講上
~注意

平常点ÿ授業中~演習xレ
ポートĀ30点＋筆記試験70点

量化子x否定

学習内容

あいまいzè現0<Awあ»B~C=タイプ

<Awあ»Bz¸びÿまた�ĀC=タイプ0<Az¸びÿまた�ĀB~C=タイプ

<A�B~¸う{Cwzい=<A�B{tCwzい=タイプ

量化詞x否定

量化詞を含むあいまいzè現

}題文x論理文

論理式x否定記号

二重否定~原理1背理法

全ù記号1二重全ù量化

存在記号1二重存在量化

科目] 論理学

科目目標
文ú~論理的z構造|理ëw}v1論理的{正しい思考ÿ推論xいいますĀ|行え»¸う{
勉強す»2結果xしv正しい日本語|運用w}»¸う{z»

青}0究
実務経験
内容

大学講師xしv1論理学{携わsた
経験をもx{講義を行う2



時期 1年前期 担当者

単位数 1

時間数 15

Þ数 方法

評価方法

テ½スト
参�書
zy

5

6

テ½スト0教科書�使用{z1毎Þ÷úントを配布

備�

7

8
慈悲~厳wさ2仏陀~言葉~条件2慈悲~三相2
筆記試験

×講上
~注意

講義

講義

参�書00外薗幸一0哲学・倫理学講義概説0高城書房

学習内容

1

2

3

4

愛~定義2愛x感å2¯定的・否定的感å2愛~展開2愛~本î2

愛~目的2}意~発展2愛~関係2調Üxwて~愛2愛x自由2

÷ùトン~エýス論2哲学的愛xwて~エýス2エýスx少年愛2÷ùトニッ
ク・ùö{tいて2

²úストテüス~õ³ú²論2õ³ú²xエýス2友愛{tいて2三種~õ³ú
²2恋愛{tいて2

科目] 哲学

科目目標
西o~哲学史を鳥瞰yるこx{よsて1þ間観~類型を整理yる2そ~思�作業を通xて現
代{おけるù々z思想~特徴を理ëw1自分を含±たþ間~生き方{tいて�察を深±る

外薗0幸一
ß務経験
内容

大学教授xwて1哲学{携わsた経
験を²x{講義を行う2

講義

講義

講義

講義

講義

平~点x筆記試験ÿ講義最終日~üポートĀ

×講態度30点＋üポート70点

S教xÏ2_子~徳治主義2徳目xwて~Ï2Ïx²¼ペー2友{対yる�え
方2Ïx家族愛2

仏教~慈悲2科学x仏道2縁起説2不殺生x慈悲心2生}観~対比2

½úスト教~²¼ペー2神~愛2創造神û2´エス・½úスト2²»ペー~三
相2隣þ愛2



f期 1年前期 担当者

単位数 1

f間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

ß価方法

öキ¹ø
参考書
zy

科目名 情報úöù·ー

科目目標
コンôュー¿·¹öðの構成やコンôュー¿ネッøワー¿の概要{ついv学習し1あわせv
´ン¿ーネッøの情報収集能力や基本½õø¶·²ÿワー÷ý・è計算・÷ü¼ンöー·ョ
ンĀの活用zy1情報化社会へ対応wき»能力を身{つけ»

中塚0康文
実務経験

内容

¹ù´ù_成の編集ÿワーù²ーø・SmartArt・画像の挿入Ā

学習内容

情報科学の基礎ÿWord1úボン他Ā

コンôュー¿の基本操_ÿ¿öxúーÀー1箇条書きx段落番号他Ā

コンôュー¿の基本操_ÿöキ¹øボッ¿¹1縦書き他Ā

コンôュー¿の基本操_ÿ目kの_成1図の挿入x使い方Ā

コンôュー¿の基本操_ÿExcel1オーøõ³û1オーøコン÷úーø1»û使い
計算式Ā

コンôュー¿の基本操_ÿ書式設定他Ā

コンôュー¿の基本操_ÿ列・行の挿入xZ除1書式のコôーĀ

縦棒Àùõ・横棒Àùõ・円Àùõ

÷ー¿参照FALSE1÷ー¿参照TRUE

¹ù´ù_成

30f間wマ¹¿ーOffice 2021 Windows11対応

備考

画像切º替え1²ニñー·ョン1図形効果1¹ù´ù·ョー

発è

Wordÿó¸ネ¹文書1編集他Ā

終講試験

受講上
の注意 終講試験0100点



f期 1~前期 担当者

単位数 1

f間数 15

Þ数 方法

評価方法

テキ¹ト
Ó考書
zy

講義

5

6

7 世界自然遺産x¸オパーク・鹿児島~天然記ÿ物

鹿児島~明治維新x近代化産業遺産8

鹿児島~有形ç化財・城}~自然x歴史

鹿児島~ß怪・鹿児島~気象

講義

講義

講義

2

3

4

講義

講義

講義

鹿児島~食ç化x植物１ÿ鹿児島~団子・芋~話Ā

鹿児島~食ç化x植物2ÿ特産物Ā・鹿児島~草花遊び

鹿児島~祭x行事・鹿児島~里}

{twまç化財事典1鹿児島植物記1新Þ記事等

備考

受講上
~注意 授業tx~レポート

地域~行事や伝統zy{興味・関心をcち1生活wvい»þ々を×
º巻く自然{ついv考え»

学習内û

鹿児島~位置x自然環境・鹿児島~火}xþ~歴史

科目名 鹿児島~自然x暮¹w

科目目標
看護職�1豊{wfxwv厳wい自然~中w暮¹す生活者~一þxwv1地域~自然や歴
史1ç化を理ëwた上w行動す»sx|大切wあ»2鹿児島~豊{z自然~中w生ま¼v}
た歴史1ç化1そsw暮¹すþ々~気îや心情等を理ëw患者{寄º添う看護を±vす

1 講義

寺田0Ï志
ß務経験
内û

鹿児島県立博物館�事や埋蔵ç化財センター所長
zy自然や環境{携わ»数多く~経験を²x{講
義を行う2



時期 1年前期 担当者

単位数 1

時間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

評価方法

テキスト
参考書
zy

科目名 心理学

科目目標
医療・看護領域{zいv必要z心理学~知識を学び1そ~知識を実際~看護~現場1対人関
係{zいvy~よう{利用す»{を考え»

森0実紀0
実務}験
内容

大学講師xしv1心理学{携わった
}験を²x{講義を行う2

社_x集団

学習内容

心理学x�0心理テストÿエゴグùムĀ

感覚x知覚d

感覚x知覚e

記憶d

記憶e

学習d

学習e

感情x動機uけ

性格xパーソナúティd

性格xパーソナúティe

ÿ統看護学講座0基礎分野0心理学0医学書院
講義~中w適宜紹Ïす»

備考

発達

ストレス

心~障害x支援

終講試験及び総まx±

受講上
~注意

授業態度1振º返º1筆記試
験等{よº総合的{評価す»



時期 2年全期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

ö½¹ø
参考書
zy

<¸ャó¿・ýンùンx鹿児島=0森0孝晴著0高城書�
プúンø配布

備考

日本人x²メú»~<{=

日本人x²メú»人~<食=0<車=

Àýーバûzも~~見方x国際交流~コô

終講試験及び振º返º

受講上
~注意

授業態度1振º返º1筆記試
験等{よº総合的{評価す»

評価方法

鹿児島x»úフ¹ûニ²1薩摩x´¾ú¹ā

学習内容

国際文化x�何か？0z|文化を比較す»~か？

²´÷ンö³ö³x�何か？ ¹öüºタ´プx�？ »ûチャー·ョó¿x
�？

性別や人種x差別1}~日米~違いÿ

性別や人種x差別1}~日米~違いĀ

性別や人種x差別1}~日米~違いā

性別や人種x差別1}~日米~違いĂ

格差社_x階級1日米~共通点

ö力・戦争x日米~違い

鹿児島x»úフ¹ûニ²1薩摩x´¾ú¹ÿ

鹿児島x»úフ¹ûニ²1薩摩x´¾ú¹Ā

科目名 国際文化論

科目目標
21世紀~い~1誰{xっvも国際的視野�一般人xしvも必要wあ»
文化比較を中心{しv世界文化を読�ëく力を養う

森0孝晴
実Û経験
内容

大学教授xしv1国際文化論{携
わった経験をもx{講義を行う2



時期 1年前期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 試験
評価方法

備考

テキ¹ト
参考書zy

ÿ統看護学講座0基礎分野<人間関係=医学書院

地域をtく»人間関係

ソー·ャû´ン¿ûー¸ョンx共生社_

バú²õúーx障害者差別ë消法

終講試験

受講上
~注意

2/3以上~出席を前提xす»2
受講態度・振º返º1終講試験等を総合的
{評価す»2

家族を含±た人間関係

学習内容

ºúエンテー·ョン1人間関係x�何か

自己理ëx他者理ë

対人関係x役割

集団x個人

コÿュニÁー·ョン

»ウンセúンÀx心理療法

コーñンÀ

²サーテ³öコÿュニÁー·ョン

保健医療ñーĀ~人間関係

ã者をoえ»人間関係

科目名 人間関係論

科目目標

看護師xしv~職務を遂行す»た±{必要z対人関係¹キûを体ÿ的{学びます2ã者やそ~家族1医療ñーĀx
~効果的zコÿュニÁー·ョンを築くた±~理論x実践を習得す»こxを目gします2特{1自己理ë1他者理
ë1共�1コÿュニÁー·ョン¹キûを中心{1看護現場w~úーðー·ッ÷ñーĀワー¿~重要性を学び1医療
現場w~円滑z人間関係を構築す»力を養います2

畑田0惣一郎
実務}験
内容

大学院w講師xしv1人間関係論{
携わsた}験を²x{講義を行う2



時期 1年後期 担当者

単位数 1

時間数 15

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8

評価方法

テキスト
参考書
zy

科目名 カウンセリング論

科目目標

ÿ．カウンセリングを構成wvいる重要z要素~理論的説明xそ~要素を使用wv1ß際{
対話wv�るß技を通wvカウンセリング~全体像を把握wきる¸う{yる
Ā．カウンセリング~理論xß技を学習yるこxを通xv円満{wv深い人間像を構築yる
力を形成yるこxを目的xyる
ā．カウンセリング~理論xß技~基本を習得yるこxを目標xyる

清原0浩
ß務経験
内容

大学教授xwv1人間関係論{携
わった経験をもx{講義を行う2

カウンセリング的対話~6要素

カウンセリング的対話~深さ

カウンセリング~全体像x筆記試験

学習内容

カウンセリングx�何か

人~話{含~るā要素

カウンセリング~聴き方0―受動的z聴き方―

カウンセリング~聴き方0―能動的z聴き方―

こち¹か¹~î問~仕方x相手か¹~î問へ~答え方

<やさwく学ぶカウンセリング0Ā６~レッスン=0長~博著0金子書房

Ù考

受講上
~注意

出席回数1受講態度1筆記試
験



時期 1~後期 担当者
単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 筆�試験

評価方法

テキ¹ト
参考書
zy

科目名 家族社_学

科目目標
患者{²看護師{²身近z存在wあ»家族²客観的{捉え»見方1考え方²理ëす»2家族
x社_~関係~変化x現状²知º1自身~家族経験²<�対=~²~xしzい考え方²知»

新名主0þ�
実務経験
内容

大学等w1家族社_学²教授した経
験²²x{講義²行う2

高齢者~家族関係2社_的交流関係

学習内容

人間{xっv家族x�y³z存在{

<家族=~観察~た±~基本概ÿ2近代以降1日本~家族制度

世�{見»日本~家族ë成~変化

<家族機能=xいう見方2家族機能~変化

家族x外部社_~相互作用2戦後1核家族~特徴

単独世�~増加x社_~対応~課題

現代日本~]子化~到達点xそ~背景

]子社_~家族x子育v環境~日本的特徴

子y²虐ß1子y²~貧困x医療~関わº

現代日本~高齢化~到達点2高齢者�誰x暮¹しvい»{

使用しzい

備考

患者x家族ー家族員~病気|家族生活1家族関係{与え»影響

_�模家族化1単独世�4割社_{対応す»家族~ケア能力

看護師~ケア�患者{対す»~{1家族{対す»~{

終講試験

受講上
~注意

レ¸ュメx講義内容x照応させ1必要z箇所�しっ{
ºxノート²x»こx 中間~_テ¹トx

筆�試験w評価す»



時期 1~前期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

ß価方法

öキ¹ø
参考書
zy
備考

学習内容

教育x�何{

教育~対象ー子yも観x発達

科目名 教育学

科目目標
教育学を構rす»基本ëÿx枠組�{tいv理ëし1教育学~基礎教養を身{付け»2さ¹
{1教育~動向x現状を踏~え1教育学~こ¼{¹~課題{tいvそ~論点を知º1自¹~
考えを論拠をもsvè明す»こx|w}»2

祁0白麗
実務}験
内容

�学w助教授xしv1教育学{携
わsた}験をもx{講義を行う2

社_変動x教育

教育~組~化ー学校

受講上
~注意

キャú²教育

教師~専門gx専門÷g

教育をrº立たせ»も~dー教授1訓育

教育をrº立たせ»も~eー発達1養護

学び~場ー家庭x学校

教育~目標xß価

教育~メ÷´²

木村元編>ÿ統看護学講座0基礎分野0教育学0�８版?医学書院12021~

¸ェンダーx»ク·ュ²úö³x教育

´ンクûー·ö教育

·ö³ºン·ッ÷教育

生ï学習

一枚ポーøõ¹úº030％
期末試験070％



時期 1年後期 担当者

単位数 1

時間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

ß価方法

テキスø
参考書
zy

科目名 医療英_話

科目目標
他国の文化・言語を学び1他国への関心を深±1日常生活の場面wのコÿュニケーションを
重視した英語è現を学ぶ

þー»ス・シºボールù

実務経験
内容

大学の教員xしv1英語{携わった
経験を²x{講義を行う2

chapterc0Listening test

学習内容

英語w自己紹Ïÿ英作文の基礎Ā

Phonemic chart A0Listening test0Prefecture Quiz

Phonemic chartB  Listening test

Leon  movie   Listening test   crossword movie

Leon  movie   Listening test   crossword movie

BBC.com

Leon   ptb/ chapter１ÿtest)

Leon   ptc0end  Listening test

chapterb   text  book  test

CoralineÿaĀListening test

備考

chapterd0text  book  test

chaptere0text  book  test  0CoralineÿcĀListening0exercise

Aardman  adventures   Wallace＋Crommit

Test＋reviewÿpaper＋listeningĀ

受講上
の注意

Test＋review
ÿpaper＋listeningĀ



時期 ā年全期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

ß価方法

テキスト
参考書
zy

科目名 医療英語

科目目標

Āÿ看護{zけ»専門用語zyを英語wyのよう{è現さ¼vい»の{を学ぶ
āÿ看護の場面{zいv汎用性の高い口語è現を学習し1_話能力ûè現能力を身{付け»
Ăÿ看護{関連す»様々z課題{ついv英文資料zyを輪読し1医療の現状や海外{zけ»
看護を取º巻く状況を理ëす»こx|w}»
ăÿ看護関連の英文資料を読みこzすための基礎力を養うこx|w}»

スüイ¶·û0マイサム

実務経験
内容

Chapter ĀĂ－Ā

学習内容

ChapterÿーĀ

Chapterÿ－ā

ChapterĀ－Ā

ChapterĀ－ā

ChapterĀÿ－Ā

ChapterĀÿ－ā

ChapterĀĀ－Ā

ChapteĀĀ－ā

ChapterĀā－Ā

Chapter Āā－ā

備考

Chapter ĀĂ－ā

Review  Test  ā-1

Review  Test  ā-2

終講試験

受講上
の注意 筆記試験



備考



時期 1年前期 担当者

単位数 1

時�数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

評価方法

テ½¹ト
Ó考書
zy

科目] 倫理学

科目目標

日本看護協_|定±»<倫理綱領=�1看護者|<人�~生}1尊ó1z¸び権利²尊重y
»こx=や1<国籍1人権û民族1宗教1信条1性別1経済状態zy{関わ¹z1人々{対
wv平等{看護²提供y»こx=zy²求±vいまy2tまºここw�<Þ者~普遍的z尊
重=|求±¹¼vいまy2こ~講義²受け»[く~方�1こ~¸うz綱領{従うこx²看護
者xwv1あ»い�人�xwv当然wあ»x直感的{考え»{²w¼ま{³2w{w1こ~
¸うz綱領~背後{�1過去{¹現在{至»まw~哲学~長い歴史|あºまy2こ~講義
�1哲学~歴史²学ぶこx{¸sv1<Þ者~普遍的z尊重=²含°1重要zいくt{~道
徳ß理~意味²受講者|理ëy»こx²目指wまy

上}0m補
ß務経験
内容

大学講師xwv1倫理学{~わsた
経験²²x{講義²行う2

÷ùトンx分業û女性~�躍

学習内容

哲学²学ぶ意味

哲学{zけ»倫理学~位置0倫理学~課題

哲学{¹~諸学問~離脱x価値観~変遷

^門分化wv生xた問題0ßî的倫理学xメタ倫理学

ßî的倫理学xメタ倫理学

倫理的主観主義0DVD<古代¾úシ²黄金時代=~Õ賞

ソフ³¹ト{¸º主張さ¼た倫理的主観主義0保守的ソフ³¹ト

人�~高い同調性{¸»問題0急進的ソフ³¹トxÞ者~尊重

DVD<ヒõーマン0z|人�{z¼た~=~Õ賞

ソ¿ùテ¹x民主的z議論0÷ùトンx協働

テ½¹トÿ使用wzい
Ó考書ÿ道徳~哲学者たち0úカûシô出版

備考

÷ùトンxÞ者~尊重

功利主義xøûシン½û言0自由至上主義x教育1医療

自由至上主義x教育1医療0ローûº正義論

総îz¸び終講試験

受講上
~注意 筆記試験



f期 1年前期 担当者

単位u 2

f間u 45

Þu 方法
1 講義
2 講義
3 講義
4 講義
5 講義
6 講義
7 講義
8 講義
9 講義
10 講義
11 講義
12 講義
13 講義
14 講義
15 講義
16 講義
17 講義
18 講義
19 講義
20 講義
21 講義
22 講義
23 講義

評価方法

テキ¹ø
参考書
zy

ヒøの構r単位xwvの細胞3ÿ細胞分裂1物îの移×(拡散1ろ過1浸透zy)

科目名 ë剖生理学Ⅰ

ヒøの体の構造お¸びÝ}の知識を活用wz|¹1O記の3項目の達rを±vす2
1) ヒøを構rする細胞や1四大}織1u¹{外皮ÿ1骨|ÿ1筋ÿ1神}ÿを構rする~官お¸び~官ÿのÝ}|
®明w}る
2) ヒøの~官の形rやÝ}{必要z栄養(}){tいv®明w}る
3) ヒø|健康w暮¹せ1老Wを遅¹せる生活上のì意点{tいv®明w}る

学習内容
ヒøの体を学ぶた±のÿ礎知識ÿ生物進W1ヒøの体の階層g1体液zy
ë剖学用語ÿë剖学的位置1体位や体の位置関係1ヒøの断面zyの用語
ヒøの構r単位xwvの細胞1ÿ細胞膜1x1ÿø³ンùúア1
ヒøの構r単位xwvの細胞2ÿ小胞体1´û¸装置1úソソーĀ1中心体zy

中河0志朗
ß務}験

内容
大学}授xwv1ë剖学や生理学{
携わsた}験を²x{講義を行う2

備考

科目目標

神}ÿ3ÿ³幹(延髄1k1中³)の構造xÝ}
神}ÿÿÿ小³û間³の構造xÝ}
神}ÿĀÿ大³の構造xÝ}1³の高k機ý
神}ÿāÿ12対の³神}

受講上
のì意

終講試験

ヒøの四大}織ÿÿ上皮}織1結合お¸び支c}織
ヒøの四大}織Āÿ筋}織1神}}織
外皮ÿの構造xÝ}ÿ皮膚の形r1皮膚1毛1爪1皮膚腺
外皮ÿの防御ÿ1体温調û
骨|ÿ1ÿ骨の形r1骨の構造1骨の連結1関ûの×}を示す用語
骨|ÿ2ÿ体軸の骨|(頭蓋骨1�÷1胸郭)
骨|ÿ3ÿ上肢の骨|1肩関û1肘関û1橈骨手根関û1手根管
骨|ÿ4ÿO肢の骨|1骨盤1股関û1膝関û1距腿関û1足弓
筋ÿ1ÿ骨|筋の形r1骨|筋の構造1筋収縮の機序

ÿ統看護学講座0専門ÿ礎分野0人体の構造x機ý4ÿ50ë剖生理学0坂ß健雄û岡田隆夫著0{学書院

筋ÿ2ÿ顔面û頭部の骨|筋1体幹の骨|筋
筋ÿ3ÿ上肢の骨|筋1O肢の骨|筋
神}ÿ1ÿ中ç神}ÿの形r1³室1髄膜1�髄の構造xÝ}
神}ÿ2ÿ31対の�髄神}1交感神}ÿ1副交感神}ÿ

終講試験のr~w評価する



時期 1年全期 担当者

単位数 2

時間数 45

Þ数 方法
1 �義
2 �義
3 �義
4 �義
5 �義
6 �義
7 �義
8 �義
9 �義
10 �義
11 �義
12 �義
13 �義
14 �義
15 �義
16 �義
17 �義
18 �義
19 �義
20 �義
21 �義
22 �義
23 �義

評価方法

テキスト
参考書

体~×脈ÿx静脈ÿ

科目名 ë剖生理学Ⅱ

科目目標

òト~体~構造お¸びÝ}~知識を活用wz|¹1O記~3項目~達rを±vす2
1) òトを構rする感覚~や1血液û血球1心臓1体~×脈û静脈ÿ1体~防御ÿ1内分泌~
官1呼|~ÿ1消W~ÿ1腎û尿路ÿ1生殖~ÿ~~官お¸び~官ÿ~Ý}|®明w}る
2) òト~~官~形rやÝ}{必要z栄養(素){tいv®明w}る
3) òト|健康w暮¹せ1老Wを遅¹せる生活上~注意点{tいv®明w}る

学習内容
感覚~ÿ視覚ÿ1聴覚ÿ
感覚~ÿ平é感覚ÿ1嗅覚ÿ1味覚ÿ
血液x血球~Ý}
心臓û血管~構造xÝ}1血圧x�？

中河0志朗
実務}験

内容
大学教授xwv1ë剖学や生理学{
携わsた}験を²x{�義をÌう2

体~防御ÿÿ胸腺1脾臓1リンñû1リンñ管ÿ
内分泌~官ÿÿ³O垂体1松果体

消W~ÿ2ÿ食道1胃
消W~ÿ3ÿ小腸1大腸1排便調û機構
消W~ÿ4ÿ消W管w~食物~消Wx栄養素~|収機構

消W~ÿ1ÿ消W管~ÿ本構造1腹膜1口腔

受�上
~注意 終�試験~r績w評価

ÿ統看護学�座0専門ÿ礎分野0人体~構造x機ý4ÿ50ë剖生理学0坂ß健雄û岡田隆夫著0{学書院

内分泌~官Āÿ甲状腺1副甲状腺
内分泌~官āÿ膵臓1副腎
呼|~ÿ1ÿ鼻腔1咽頭1喉頭1
呼|~ÿ2ÿ気管支1気管1胸膜
呼|~ÿ3ÿ肺1縦隔
呼|~ÿ4ÿ呼|運×xそ~調û機構

腎û尿路ÿ2ÿ膀胱1尿道1排尿調û機構
女g~生殖~1ÿ外生殖~~分W1卵巣1卵管

男g~生殖~

終�試験

女g~生殖~2ÿ子ÿ1膣1乳房

腎û尿路ÿ1ÿ腎臓1尿管



zy
備考



時期 1年前期 担当�

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8
講義・

終講試験

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 終講試験

評価方法

ö½¹ø
参考書
zy
備考

生体膜の構造1þî代�

脂î代�1²ÿþ酸代�

タンパ¿îの機能・構造1脂肪酸1¹öロ´ù

脂îÿ中性脂肪・úン脂îĀ1þî

核酸1ビタÿン

DNAの複製1ú_子の発現

科目] 栄養生化学

科目目標

1 .化学物îの性状1変化1栄養代�{tいて学び食事療法の基本を理ëす»

2 .�要栄養素|yの¸う{体{×º入¼¹¼1yの¸う{変化し1yの¸う{生}活動のた
±{役立sてい»の{を理ëし1食事療法の意義を知»

塔筋0_章/太院0ĂĂエ

ß務経験
内容

大学や専門学校の講師xして栄養生
化学{携わsた経験を²x{講義を
行う2

小ö¹ø20％+筆記試験70％
1Ā筆記試験12Ā出席ù10％+

²´ソ¶´Ā1エýû¾ー代�の}合

ú_病1生化学的分析方法1終講試験

ºúエンöー·ョン1健ÿx栄養1ＢＭＩ計算

食物x栄養0そのÿ

úー·ンÀÀùフ³»0人体の構造x機能②0臨床生化学0ā÷³»出版

食物x栄養0そのĀ

日本人の食事摂×基準

ù´フ¹öー¸x健ÿ教育

ÿ患x栄養

食事療法00ĀĀ終講試験及び振º返º

受講上
の注意

専門基礎分野0栄養学0人体の構造x機能30{学書院



時期 1年前期 担当�

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

評価方法

テキスト
参考書
zy

科目名 病理学総論

科目目標
ÿÿ細胞û組織û臓~~ÿ本的z病的変化を理ëしv1疾病}れ~れ~形態x機能~変化を
学ぶ
ĀÿY天異常1循環障害1炎症x免疫1癌{ついv理ëし1看護{必要z疾病~ÿ礎を学ぶ

高城0S彰
実務}験
内容

{師xしv1総合病院w~臨床}験を
²x{講義を行う2

老化x死

学習内容

病理部{ついv

病理学総論x�0組織まx±ÿ1Ā

組織まx±ÿ2Ā0細胞û組織~障害x修復ÿ1Ā

細胞û組織~障害x修復ÿ2Ā0循環障害ÿ1Ā

循環障害ÿ2Ā

循環障害ÿ3Ā0炎症ÿ1Ā

炎症ÿ2Ā0免疫ÿ1Ā

免疫ÿ2Ā0感染症ÿ1Ā

感染症ÿ2Ā

代�障害

ÿ統看護学講座0専門ÿ礎分野0病理学0{学書院

備考

Y天異常xú伝子異常ÿ1Ā

Y天異常xú伝子異常ÿ2Ā0腫瘍ÿ1Ā

腫瘍ÿ2Ā

テスト0ハンセン病{ついv

受講上
~注意 筆記試験



時期 1年全期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 TBL

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 TBL

14 講義

15 講義

評価方法

ö½¹ø

参考書

zy

ë剖生理学1病理学総論~復習²しvzくこx

事前学習ÿワークシーøĀ²`¹z出席しvしs{º授業{参加y»こx

科目名 病k生理学

科目目標
ë剖生理学1病理学総論~知識²²x{1病理学的変Wÿ病変Ā{¸º²�¹さ¼»÷候{
tいv~理ë²深±1看護実践~エビ÷ン¹{活用y»

四俣芳子
実務経験

内容
看護師xしv勤務し�経験²²x{
講義²行う2

O整脈~ñ»ニºðx対処ÿO整脈~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

学習内容

チ²ノーゼ~ñ»ニºðx対処ÿチ²ノーゼ~原因x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

吐血û喀血ûO血~ñ»ニºðx対処ÿ吐血û喀血ûO血~原因x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

便秘xO痢~ñ»ニºðx対処ÿ便秘xO痢~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

悪心û嘔吐~ñ»ニºðx対処ÿ悪心x嘔吐~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

黄疸~ñ»ニºðx対処ÿ黄疸~原因x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

TBLÿ課題xö¹øĀ÷候論w学³�知識²活用しv各÷状~原因xñ»ニºð²関連Þけv理ëw}»

浮ë~ñ»ニºðx対処ÿ浮ë~原因x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

脱水~ñ»ニºðx対処ÿ脱水~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

ショック~ñ»ニºðx対処ÿショック~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

胸ÿ~ñ»ニºðx対処ÿ胸ÿ~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

>¹タ÷³¼´ù?w林社

備考

乏尿û無尿û頻尿~ñ»ニºðx対処ÿ乏尿û無尿û頻尿~原因û~類x÷状²理ëし1看護²考え»こx|w}»Ā

TBLÿ課題xö¹øĀ÷候論w学³�知識²活用しv各÷状~原因xñ»ニºð²関連Þけ手理ëw}»

心O全~病k理ëx看護

心O全~事例²基{病k関連図作成

受講上
~注意

事前学習ÿ事前{指定し�xこ½²学習しv授業{参加y»
講義ÿ講義²�しv事前学習課題~学び²深±1看護{役立t知識²獲得y
»
ポ¹øö¹øÿ講義終了時試験0TBL�事前学習＋個人ö¹ø＋チーðö¹
ø

各講義終了時~ポ¹øö¹ø5点×11

TBL 15点×２0病k関連図15点

>病k生理学?ñ÷³»出版



時期 1年全期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

評価方法

öキスø

参考書

zy

備考

ÿ統看護学講座  専門分野b0r人看護学4ā50循環~0医学書院

ナーシンググùフィカ0r人看護学④0周手Û期看護0メ÷ィカû版

ÿ統看護学講座  専門分野b0r人看護学4Ā50呼吸~0医学書院

科目名 ÿ病x治療a
ÿ呼吸~û循環~Ā

科目目標
ÿÿ各機能{関する病態û診断û治療{tいv学び1看護²展開する知識²習ßする
Āÿ呼吸~1循環~1È液û造È機能{関する病態û診断û治療{tいv学び1看護²展開
するÿ礎的知識²習ßする

{ぜ症候群0肺炎0肺}核等

学習内容

循環~の構造x機能1症状

検査x治療ÿ1Ā

検査x治療ÿ2Ā0心電図のÿ本

検査x治療ÿ3Ā0不整脈

ÿ患の理ëÿ1Ā0虚Èg心ÿ患0弁膜症zy

間îg肺炎0肺線維症

ÿ患の理ëÿ2Ā0心筋炎0心膜炎0È管ÿ患等

受講上
の注意 筆記試験

ÿ留0京子0
ß務}験

内容
医師xしv1大学病院等wの診療{携わsた}験
²²x{講義²行う2

まx±0終講試験

気管支肺炎0COPD0肺梗塞

肺|³0無呼吸0過呼吸0復習

循環~ÿ患²²t患者の}過x看護

検査û治療²受ける患者の看護

心臓úハビúöーションx看護

呼吸~のë剖x生理0検査



f期 1年全期 担当�

単位数 1

f間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

評価方法

テキスø

参考書

zy

科目名
ÿ病x治療Ⅱ

ÿ消W~1代�û内分
泌1血液û造血~Ā

科目目標

ÿÿ看護の対象�の抱え»消W~ÿÿ病のr因û病態および}¼{対しv行わ¼»診断û治
療{tいv学ぶ
Āÿ内部環境を維cす»働きの病態および}¼~¼{対しv行わ¼»診断û治療{tいv学
ぶ
āÿ血液û造血機能{関す»病態û診断û治療{tいv学び1看護を展開す»ÿ礎的知識を
習ßす»

年永0隆一/植村0和代 /ÿ留0京子

ß務}験
内容

医師xしv1大学病院等wの診療{
携わs�}験を²x{講義を行う2

備考

貧血

白血病

血小板0凝固ÿのÿ患

~x±0終講試験

受講上
の注意 筆記試験

血液のr分x機能0造血の仕組�

学習内容

消W~ÿ患0症状0症候0病態生理

ÿ}看護学講座  専門分野Ⅱ0r人看護学4Ă50血液û造血~0医学書院

ÿ}看護学講座  専門分野Ⅱ0r人看護学4Ą50内分泌û代�0医学書院

ÿ}看護学講座  専門分野Ⅱ0r人看護学4ă50消W~0医学書院

副甲状腺0副腎0g腺0MEN

þ尿病総論0検査0治療

þ尿病治療ÿ注射Ā0合併症

脂î異常症0高尿酸血症0ñタボリックシンùローð

診断0治療法

食道0胃

腹壁0十腸0O腸

肺0胆0膵

内分泌総論0視床O部0O垂体0甲状腺



時期 1年全期 担当者

単位数 1

時間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

評価方法

テキスト

Ó考書

zy

備考

ÿ統看護学講座0専門分野a0r人看護学4Ā50腎û泌尿~0医学書院

ÿ統看護学講座0専門分野a0r人看護学4ÿ50³û神}0医学書院

科目名
疾病x治療b
ÿ³û神}ÿ1
腎û泌尿~Ā

科目目標
ÿÿ各機ý{関する病態1診断1治療{tいv学び看護²展開する知識²習得する
Āÿ³û神}ÿ1腎û泌尿~{関する病態û診断û治療{tいv学び看護²展開するÿ礎的
知識²習得する

ë剖0検査学{tいv

学習内容

�1û2章0現在の社_情勢x看護の役割0³神}ÿの構造x機ý

�3û4章0³神}ÿの症状1診断1検査1治療概Þ

�5章0疾ãの理ë1(血管障害1外傷1v³か³)

疾ãの理ë2(変g疾ã0ALS0パーキンソン病0脊髄小³変g症0認知症)

疾ãの理ë3(�染症x炎症疾ã)

疾ãの理ë4(筋疾ã1末梢神}障害の診療0看護)

疾ãの理ë5x在宅療養の看護(在宅看護)

終講試験

腎û泌尿~総括

受講上
の注意 筆記試験

横}0幸三/内田0洋Ï
実務}験

内容
医師xしv1�学病院等wの診療{
携わsた}験²もx{講義²行う2

記³の見方0カテーテル等検査学{tいv

国家試験問題の動向1頻出問題のë説

終講試験

泌尿~生殖0臓~ë剖学 {tいv

臓~の検査0病態等{tいv



f期 1年全期

単位数 1

f間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

評価方法

テキスø
Ó考書
zy

科目名
疾病x治療Ⅳ

ÿ運動機ý1生殖~ÿ1
リハビリテーションĀ

担当者

科目目標
Āÿ各機ý{関する病態1診断1治療{tいv学び看護を展開する知識を習得する
āÿ運動機ý及び生殖~{関する病態û診断û治療{tいv学び看護を展開するÿ礎的知識
を習得する

菊野竜一郎/深町信之/村}芳博

医師や理学療法士xしv1大学病
院等wの診療{携わsた}験をも
x{講義を行う2

女g生殖~0良gû悪g疾患

学習内容

機ý0構造0症状0検ÿ

骨折0総論0骨折各論

骨折0脱臼各論0実習

神}総論0疾患0関節疾患

良gû悪gë瘍

頸椎û腰椎疾患

手術症例0国試対策試験

女g生殖~の構造û機ý0症状xその病態生理

女g生殖~0良gû悪g疾患0g分化u常

女g生殖~0診療û検ÿû治療û処理0女g生殖~の機ý

手術症例0国試対策試験

ÿ統看護学講座0 専門分野Ⅱ0r人看護学4Āÿ5 運動~0医学書院
ÿ統看護学講座0 専門分野Ⅱ0r人看護学4９50女g生殖~0医学書院

備考

リハビリテーションの意味(狭義û広義) チーム医療û多職~の理ë(PT.OT.ST)
関節可動域の理ë0人工関節の脱臼防止0等尺û等張g収縮の理ë
高k³機ý障害(失行û失認) 車イス{tいv(安全g) 片麻痺患者のベッù
w/cû乗動作0更衣動作{tいv

杖歩行(二点û三点歩行)0段ÿ昇降0杖の長さ(T字杖1松葉杖)0

受講上
の注意 筆記試験



時期 1~全期 担当者

単O数 1

時間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

評価方法

テ½スø
Ó考書
zy

備考

科目名
疾病x治療Ⅴ

ÿ免疫û皮膚û�û耳鼻
咽喉û歯û口腔Ā

科目目標
各機能{関する病態1診断1治療{tいv学び看護を展開する知識を習ßする
皮膚û�û耳鼻咽喉û歯û口腔機能{関する病態û診断û治療{tいv学び看護を展開する
基礎的知識を習ßする

ÿ留0京子/久保0秀�/大}0光子/O東0祐久/横}0幸三

実務}験
内容

医師xしv1大学病院等wの診療{
携わsた}験をもx{講義を行う2

ăÿ 治療0ステý´ù療法û減�作療法û免疫抑制剤û理学療法û薬物療法û�染防止

ÿÿ皮膚科疾ã0Āÿ病状x病態生理ÿかゆみû発ýĀ

āÿ検査ÿパッチテスøû皮内反応Ā0Ăÿ主z疾病x治療ÿ皮膚~ûñ傷Ā

ÿ ÿ�科疾ã0Ā ÿ病状x病態生理

学習内容
²üû¾ーû免疫û�染疾ã
ÿ ÿ構造x機能0免疫のしくみ

Āÿ 主z症状x病態生理0²úõ³ラ½シーû薬物²üû¾ーû関節ÿû関節炎ûü´ノー現象û腎
炎

āÿ診断x検査0免疫学的検査û病理組織学検査û画像検査û塗抹û培養検査
Ăÿ 主z²üû¾ーû免疫û�染疾ãû膠原病

 気管支喘息û²øôーg疾ãû膠原病ûベーチ·ッø病ûñg疾ãûÿĀＶûＭÿĀＡû敗È症1�
菌�染症û寄生ï

ÿÿ 歯û口腔疾ã0Āÿ症状x病態生理ÿう蝕1悪g腫瘍Ā

āÿ検査0Ăÿ主z疾ãx治療ÿう蝕1悪g腫瘍Ā

総括及び終講試験

āÿ検査

Ăÿ 主z疾ãx治療ÿ}膜疾ãû�底疾ãû水晶体疾ãû�圧の異常Ā

ÿÿ耳鼻咽喉科疾ã0Āÿ 病状x病態生理0難聴1鼻出È

āÿ 検査0Ăÿ 主z疾ãx治療0メû¸ーû病1老人g難聴1慢g副鼻腔炎1咽
頭炎

ÿ統看護学講座0専門分野Ⅱ0r人看護学4ÿĀ50皮膚0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野Ⅱ0r人看護学4ÿā50�0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野Ⅱ0r人看護学4ÿĂ50耳鼻咽喉0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野Ⅱ0r人看護学4ÿă50歯û口腔0医学書院

ÿ統看護学講座 専門分野Ⅱ r人看護学4ÿÿ5 ²üû¾ーû膠原病û�染症 医学書
院

受講上
のì意 筆記試験



時期 2年前期 担当�

単位数 1

時間数 15

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

評価方法

テ½スト

参考書

zy

科目名
疾病x治療Ⅵ

(小児{特徴的z
機能障害)

科目目標
1.0小児疾ãの病態û診断û治療{tいv学び1看護を]�す»知識を習得す»
2ÿ小児疾ãの病態û診断û治療{tいv学び1r長発達段�{合わせた看護を]�す»うえ
w必要z知識を習得す»

楠生0亮
実務}験
内容

医師xしv1大学病院等wの診療{
携わsた}験をもx{講義を行う2

備考

受講上
の注意

ÿ統看護学講座0専門分野Ⅱ0小児看護学[2]0小児臨床看護各論0医学書院

筆記試験

学習内容

染色体異常û胎内環境{よº発症す»先y異常00新生児の疾ã

血液û造血器疾ã00悪g新生物

消化器疾ã

神}疾ã00総括Ûび終講試験

アüû¾ー疾ã00腎û泌尿器疾ã

�染症00呼|器疾ã

循環器疾ã

代�g疾ã00運動器疾ã



時期 1年全期 担当者

単位数 1

時間数 15

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8

評価方法

テキスト

参考書

zy

科目名
疾病x治療Ⅶ

ÿ精神機能障害Ā

科目目標
精神障害{関す»病態1診断1治療{tいv学び看護²展開す»知識²習得す»
精神障害{関す»病態1診断1治療{tいv学び看護²展開す»基礎的知識²習得す»

学習内容

植村0彰
実務}験
内容

医師xwv1病院w精神科診療{携
わsた}験²もx{講義²行う2

備考

受講上
の注意 筆記試験

ÿ統看護学講座0専門分野Ⅱ0精神看護学4１50精神看護の基礎0医学書院

精神科wの治療：薬物療法

精神科wの治療：電気けい¼³療法1社会療法他

精神症状論x状態像：精神科wの治療

終講試験

精神症状論x状態像：uまvまz精神症状

精神障害の診断x分類：統合失調症

精神科wの治療：精神療法

気分障害(双極性感情障害および関連障害群1抑うt障害群)



f期 1年前期 担当者

単位数 1

f間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

評価方法

テキスト
参考書
zy

ÿ統看護学講座0専門基礎分野0ÿ病~zºたちx回復~促進[４]0微生物学0医学書院

備考

第15章0病原原ïx原ï感染症0第16章0病原ウイルスxウイルス感染症

第16章0病原ウイルスxウイルス感染症0第9章0消毒xï菌

第9章0消毒xï菌0第12章0感染症~現状x対策

第12章0感染症~現状x対策

受講上
~ì意 筆記試験

第13章0病原細菌x細菌感染症0第14章0病原真菌x真菌感染症

学習内容

第1章0微生物x微生物学0第2章0細菌~性î

第2章0細菌~性î0第3章0真菌~性î

第3章0真菌~性î0第4章0原ï~性î0第5章0ウイルス~性î

第5章0ウイルス~性î0第6章0感染x感染症

第6章0感染x感染症

第7章0感染{対す»生体防御機構0自w]疫

第7章0感染{対す»生体防御機構

第7章0感染{対す»生体防御機構0第8章0感染}路か¹みた感染症

第8章0感染}路か¹みた感染症0第13章0病原細菌x細菌感染症

第13章0病原細菌x細菌感染症

科目名 微生物学

科目目標
微生物~特徴x生体へ~影響を学び1生体~安y1健康~保c増進を�か»た±~知識を習
得す»
感染防御学~基礎知識を学ぶ

中馬0浩子
ß務}験
内容

獣医師xしv1病院や現場w~診療
{携わった}験を²x{講義を行
う2



時期 1年後期 担当者

単位数 1

時間数 30

回数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

評価方法

テキスト
参考書
zy

ÿ統看護学講座0別巻0臨床薬理学0医学書院

備考

特定~行為{関す»臨床薬理学

特定~行為{関す»臨床薬理学

特定~行為{関す»臨床薬理学1まx±

まx±1終講試験

受講上
~注意

スマートフォン等使用可

筆記試験

特定~行為{関す»臨床薬理学

学習内容

臨床薬理学x看護師0薬物治療~基礎

薬物治療~基礎

薬物治療~基礎1対÷療法薬~臨床薬理学

対÷療法薬~臨床薬理学

対÷療法薬~臨床薬理学

対÷療法薬~臨床薬理学

主要疾患~臨床薬理学

主要疾患~臨床薬理学

主要疾患~臨床薬理学

主要疾患~臨床薬理学

科目名 薬理学

科目目標
患者~病態x÷状�²xよº1患者が受け»薬物療法~目的や医師{よ»薬剤~処
方~意図1主要z副作用xそ~徴候を把握した上w与薬{あた¼»知識を身{つけ
»

佐多0w正
実務}験
内容

薬剤師xしv総合病院w勤務し1そ
~}験を²x{講義を行う2



f期 3~前期 担当者

単位数 1

f間数 30

Þ数 方法

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義 試験

評価方法

öキ¹ø
参考書
zy

0öキ¹øÿ使用しzい1随fü¸ュñ配付

備考

0健康行動理論ÿ変化~¹öー¸ò÷û1計画的行動理論Ā

0健康行動理論ÿ¹øü¹xコーピング1ソー·óûサポーøĀ

0健康行動理論ÿコンøýーû所在Ā1健康行動理論~応用法

0健康行動理論まx±ûüポーø試験

受講上
~注意

ミニóôペーパー
最終üポーø

0健康行動理論ÿ健康信ÿò÷û1自己効力�Ā

学習内容

0オúエンöー·ョンû健康x�

0健康x¹øü¹

0健康x運動d

0健康x運動e

0健康x肥満ûやせx食生活d

0健康x肥満ûやせx食生活e

0健康x喫煙û飲酒û薬物d

0健康x喫煙û飲酒û薬物e

0健康x口腔

0健康x生活習c病ûøû¹÷ýòー·ョン

科目名 健康教育

科目目標

健康~概ÿ~変化や人々~健康を脅{す社_的z生活問題{tいv理ëを深±る2また1健
康行動理論~基礎を学ぶこxw1看護師xしv健康教育を行う際{1健康教育~対象者~問
題を明確化するこx|w}1対象者~行動~変容x維cを促す健康教育を立案û実行w}
る2

榎畑0祐子
実務経験

内容
大学~講師xしv1健康教育学{携
わsた経験を²x{講義を行う2



時期 2~後期 担当者

単位数 1

時間数 15

Þ数 方法

評価方法

テキスト
参考書
zy

ÿ統看護学講座0専門基礎分野0総合医療論0健康支援x社_保障制度①0医学書院

備考

受講上
~注意 筆記試験

講義

講義

講義

講義

講義

講義

7

職業生活~ストüス

メンタûヘûス対策

8 終講試験

講義

5

日本~医療~構造1過程1r果

6

日本~社_~変化

人口~減少1高齢化1産業構造}済格差

3

職場~コミュニケーション0アサーションx�

4

医療x憲法0人権

学習内容

1

看護~専門gx�

2

職業上~専門gx�0患者さ³~不安心理

科目名 保健医療論

科目目標

現代~医療問題²ふ~え1医~論理{基uいた医療~役割²<い~ち=<健康=~視点{ら
考え1医療~z{~看護~役割²考察する
ÿÿわ|国{zける保健医療~しく�x概要{tいv理ëする
Āÿ健康~概ÿ²もx{人間生活x健康{関する問題²考える
āÿわ|国~医療制度~特徴x保健û医療~新しい潮流²知る

高岡0茂
実務}験
内容

医師xしv1大学病院等w~診療{
携わsた}験²もx{講義²行う2



f期 2~全期 担当者
単位数 2

f間数 45

Þ数 方法
1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義
6 講義
7 講義
8 講義
9 講義

10 講義

11 講義
12 講義
13 講義
14 講義
15

筆記試験
講義

16 講義

17 講義

18 講義
19 講義
20 講義
21 講義
22 講義
23

筆記試験
講義

評価方法

テキスø
参考書zy

新体ÿ0看護学全書0健康支援x社_保障制þf0社_福祉0メヂカûフüンù社

h直接援û技Û(個別援û技Û)

備考

i直接援û技Û(集団援û技Û)

i直接援û技Û(集団援û技Û)

終講試験及び~x±

受講上
~注意

15Þ目・23Þ目{テスøを実施2テ
スøÿ80点Ā＋û席点ÿ10点Ā＋コ
メンøカーù等

必要{応xv資料を配布
社_福祉~科目�1範囲|広く法律や制þ²複雑w1苦手意識²強い¸うwy2可能z限º1身近z生活問題を取
º上げz|¹1わ{ºやyく楽wい講義{wv1社_福祉{対y»理ëを深±v頂く¸うú力w~y

f社_福祉援û技Ûx�gソーシャûワーク~ûーツ

中間試験及び~x±

社_福祉行政~wく�
社_福祉~歴史x援û技Û
di善事業{¹福祉国家~weわ|国~社_福祉~歴史

h直接援û技Û(個別援û技Û)

社_福祉保障~概ÿ・歴史・制þ体ÿ
d社_保障x�何{e社_保障~歴史

e児童福祉x施策

f障害児ÿ者Ā~福祉施策

f障害児ÿ者Ā~福祉施策

g高齢者~福祉施策

社_福祉~ú制þx施策
d生活保護法x施策

i労Ý保険制þ

f社_保障~目的x機能
我|国~社_保険制þ
d社_保険x�e保険医療制þ

f社_保障~目的x機能

gそ~他~保険制þ

hÏ護保険制þ

hÏ護保険制þ

学習内容
生活x福祉

科目名 社_福祉

科目目標
社_福祉~概ÿx制þz¸び×向{tいv~基本的÷識を習得w1保健・医療・福祉~連携
~必要性を理ëy»2~た1w域~生活者xwv~幅広い視点をct

毛利0満則
実務}験
内容

大学講師xwv1社_福祉学{携わs
た}験を²x{講義を行う2



f期 1~後期 担当者

単位数 1

f間数 15

Þ数 方法

評価方法

テキ¹ト
参考書
zy

ÿ統看護学講座0専門基礎分野0健康支援x社_保障制度4２50公衆衛生0医学書院

備考

受講上
~注意 筆記試験

講義

講義

講義

講義

講義

講義

7

環境保健0�染症0産業保健

8 終講試験0採点

講義

5

国際保健0人口・衛生統計

6

国民生活基礎調査0生活習c病

3

ライフ¹テー¸x健康0医~倫理

4

医~倫理0終末医療

学習内容

1

公衆衛生~概ÿ0保健活動

2

災害保険活動0ライフ¹テー¸x健康

科目名 公衆衛生学

科目目標

人々~日~生活~中w社_や環境|人々~健康{yう関わºあsvい»~{1あ»い�人間~健康保c・増進す»
た±~社_や環境�yうあ»べ}{1人間を生態ÿ{考え1社_や環境x健康x~関係を理ëし1社_や環境~変
化|健康{与え»影響を知º1健康増進や疾病予防~考えや健康å報~利用zy社_や環境x健康~関わº{tい
v学習す»こx|w}»

安藤0哲夫
実務}験
内容

大学~教員xしv1公衆衛生学{携
わsた}験を²x{講義を行う2



時期 3~後期 担当�

単位数 1

時間数 15

Þ数 方法

評価方法

テキスト
参考書
zy

備考

受講上
の注意 筆�試験

講義

講義

講義

講義

講義

講義

7

労働法x�_u備・環境法

8 総îおよび終講試験

講義

5

�_保険法

医療x�_保険xの関係・Ï護保険{おける保険給付・�_福祉{関する制度の
うち医療{関係のある施策

6

福祉法

福祉の各分野wの看護師の役割・�_福祉の各施設の役割

3

保健衛生法・共通保健法・分野別保健法

4

薬務法・環境衛生法・環境u備

学習内容

1

法律の基礎知識

法の概ÿ・法の分類・衛生法1厚生行�のしくみ1看護法

2

看護x法律

医師法・医療法・関係資格法

科目名 関係法�

科目目標
医療・看護{必要z主z法律を学び1業務x法的責任{tいvvëするx共{1生��の健
康を守る制度{tいv学ぶ

中野0è�
実務経験
内容

保健師xしv1保健行�zy{携
わsた経験をもx{講義を行う2



回数

備考

受講上
~注意

ß価
方法

ö½スø
参考書
zy

ÿ統学講座(看護学概論)/医学書院
看護学生ス¿÷³¼´ù/照林社

予習をして授業{参加する
演習�積極的{参加する

授業態度10点
課題üポーø10点
演習üポーø10点
終講試験70点

科目目標 看護x�z{{1看護師x�y~ようz職業{を学び1看護~基本xzるÿò1考え方や援助{tいて考え学ぶ2

ç当者

30

1

1年前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

看護学概論

四俣 芳子

科目名
看護師xして勤務した}験をもx{講義を行う2

方法学習内容

3 看護理論を学ぶ{あたsて～看護理論x実践～ 講義

講義看護~世界へようこそ～看護を学ぶx�～1

2 看護~基本的z考え方0看護~役割x機能 講義

4 看護理論～ú´Áンゲーû～ 講義

5 看護~ã求dÿøンÀー½ン・ウ³ー÷ンバック・オüム・ý´・ú÷ýウ・オーランù・øラùûビー・ùúーetcĀ PBL

6 看護~ã求e PBL

7 看護~ã求f PBL

8 看護~ã求0発è ÷ü¼ン1発è

9 看護~ã求0発è ÷ü¼ン1発è

10 国民健康x生活 講義

11 わ|国~看護職~成立や養成v度 講義

12 看護倫理 講義

講義

14 国際看護x災害看護{tいて 講義

15 終講試験

看護v度0看護管理0医療安全13



Þ数

小林 麻美

科目]
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う。

科目目標

ÿÿ 看護~現場{あ»倫理的課題{<気u�=こx|w}»
Āÿ倫理的課題を分析す»た±{<参照すべ}手|{º=を見t�¹¼»
āÿ倫理的課題~ë決~た±{<z{をすべ}{=を考え¹¼»
Ăÿ倫理的課題~ë決~た±~<対話=を行うこx|w}»

担当者

15

1

ÿ~後期

時間数

単位数

時　期

実務
}験
内容

看護倫理

備考

ÿ統看護学講座　別巻　ÿ看護倫理Ā/{学書院

筆記試験ÿ100ù
受講上
~注意

評価
方法

テキスト
参考書
zy

4

先端{療x制度を±�»生}倫理
移m{療
再生{療ûú_子{療

講義

2

倫理理論û他者理ëx対話~た±~理論
生}倫理x�z{{
生}倫理~理論

講義

3
性x生ÿ~生}倫理
死~生}倫理

講義

学習内容

講義
倫理学~基本的z考え方
倫理x�z~{
倫理理論û他者理ëx対話~た±~理論

1

5

看護倫理x�z{{
看護~倫理原則
看護実践上~倫理的概ÿ

講義

6
専門職~倫理
看護研究~倫理

講義

7 事例分析 演習

8 まx±x終講試験 講義û試験



Þ数

備考

受講上
の注意

評価
方法

ö½スø
参考書
zy

ö½スøÿÿ統看護学講座ÿ基礎看護学②基礎看護技術ⅠĀ/医学書院
根拠x事故防止{¹みた基礎û臨床看護技術/医学書院
看護学生スタ÷³¼´ù0照林社

事前学習ÿワー¿シーøĀ{取º}み1授業{参加す»こx
講義を通しv学びを深±1看護{役立t知識を¯{付け»

終講試験85点
演習15点

科目目標
1ÿ基礎看護技術の意義を理ëwき»
2ÿ基礎看護技術{共通の安全û安楽の原理原則を理ëwき»
3ÿ科学的根拠{基uいv}考ûß践す»基礎的能力を養う

担当者

30

1

1~前期

時間数

単位数

時0期

ß務
}験
内容

共通基本技術Ⅰ00ÿ安全û安楽Ā

川原 祥乃û椎木 美絵

科目名
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

方法学習内容

3 コÿュニÁーションの技術0コÿュニÁーションの構r要}xr立過程 講義

講義看護技術の概ÿ0看護技術の意義û目的/看護過程x看護理Þ/技術のî/看護技術x倫理1

2 コÿュニÁーションの技術0コÿュニÁーションの意義x目的 講義

4 コÿュニÁーションの技術0関係構築のた±のコÿュニÁーションの基本 講義1演習

5 コÿュニÁーションの技術0効果的zコÿュニÁーションのß� 講義1演習

6 コÿュニÁーションの技術0コÿュニÁーション障害への対応 講義1演習

7 看護�³0看護�³の目的x意義/看護�³{関す»法的�定/看護�³��基準/看護�³及びº療�³の取º扱いû留意点 演習

8 感染予防の技術0感染x感染予防策の基礎知識/感染予防{zけ»看護師の責務x役割 講義

9 感染予防の技術0ス¿ラブ法/ラóンÀ法/個人防護用具�用目的及び�用時のß践 演習

10 感染予防の技術0ス¿ラブ法/ラóンÀ法/個人防護用具�用目的及び�用時のß践 演習

11 感染予防の技術0無菌操作/滅菌物の取º扱い/滅菌手袋装着のß践 演習

12 感染予防の技術0針zし事故の原因x対策/血液暴露事故防止 講義

演習

14 教育g導技術0健康教育/自己効力感/退院g導ÿ事例展開Ā 演習

15 終講試験

安全管理の技術0òューþンエラーの特gx防止策/看護事故の構造x防止の視点/看護事故防止のた±の対策/}織xしvの事故防止対策13



Þ数

ö½¹ø
参考書
zy

備考
ë剖生理学~復習をしてzくsx
課題等~提û{ついて�1期限内{提ûするsx

ö½¹øÿÿ統看護学講座ÿ基礎看護学e基礎看護技ÛⅠĀ/医学書院
根拠x事故防止{らみた基礎û臨床看護技Û/医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù/照林社

予習をして授業{参加する
講義を�して学びを深±1看護{役立つ知識を身{付qる
周囲~学生~勉学~妨rをしzい

筆記試験065 点
授業û演習態度010点
提û物010点
技Û試験015点

共�基本技ÛII

椎木 美絵

科目名
看護師xして勤Ûした}験を²x{講義を行う2

受講上
~注意

評価
方法

13

学習内容

担当者

30

1

1年前期

時間数

単位数

時0期

実Û
}験
内容

2 病室x病床~環境調整 講義

3 病床を整えるdÿベッùメー½ング1リネン交換Ā 演習

方法

科目目標
生活{zqる環境{ついて理ëし1安全û安楽û自立を配慮した多様z生活環境を整えるた±~基礎的知識û技Ûを習得する2
生活{zqる活動x休息~意義を理ëし1基礎的知識û技Ûを習得する

講義環境~ú要素xそ~調整1

病床を整えるeÿベッùメー½ング1リネン交換Ā 演習

5 病床を整えるfÿベッùメー½ング1リネン交換Ā 演習

4

6 病床を整えるgÿベッùメー½ング1リネン交換Ā 演習

7 基本的活動~基礎知識1体位 講義

8 体位変換1歩行~援û 講義

9 移乗û移送ÿ援û~基礎知識û実際Ā 講義

10 苦ÿ~緩和û安楽確保~技Ûÿポ¸·ョニングû罨法Ā 講義

11 体位変換 演習

15 終講試験

12 杖歩行介ûû車椅子移乗û移送d 演習

14 安静x睡wû休息~援û 講義

杖歩行介ûû車椅子移乗û移送e 演習



Þ数

備考

14

15 ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際04Ā循環~ÿ~²セ¹メンød0循環~ÿ~ë剖x機ýzよび観察x²セ¹メンø

16

17

ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際04Ā循環~ÿ~²セ¹メンøe0循環動態~²セ¹メンø

ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際04Ā循環~ÿ~²セ¹メンøf0心臓û循環~ÿ~フ³¸»û´À¶ミネー·ョン

9

10

11

12

13

受講上
~注意

評価
方法

ö½¹ø
参考書
zy

ë剖生理学~復習をしvzくこx

ö½¹øÿÿ統看護学講座
看護学生¹タ÷³¼´ù0照林社  専門分野  ÿ礎看護技ÛⅠ  医学書院

事前課題を提ûしv講義û演習{臨°こx
実技演習w�振º返ºを行い1k~演習{活{すこx

筆記試験
技Û試験
学習状況ÿ課題提û1学習態度Ā

科目目標

ヘû¹²セ¹メンø~目的を理ëし1看護援助を実施す»た±{必要zフ³¸»û²セ¹メンø~ÿ本技Ûを習得す»
1ÿ看護{zけ»ヘû¹²セ¹メンø~目的を理ëす»
2ÿフ³¸»û²セ¹メンø{必要zë剖生理学~ÿ礎を理ëす»
3ÿフ³¸»û²セ¹メンø~ÿ本1問ºx´À¶ミネー·ョンÿ視º1触º1打º1聴ºĀを理ëす»
4ÿ標準的z¯体計測を実施w}»
5ÿバ´タûµ´ン測定|実施w}1²セ¹メンøw}»
6ÿ全¯~ÿ統別ÿ筋û骨格ÿ1呼吸~ÿ1循環~ÿ1消化~ÿÿ³û神}ÿĀフ³¸»û²セ¹メンø ~必要性を理ëす»

担当者

45

2

1年全期

f間数

単位数

f0期

実務
}験
内容

フ³¸»û²セ¹メンø

四俣 芳子

科目名
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

講義1演習

ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際03Ā呼吸~ÿ~²セ¹メンøe 講義1演習

ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際03Ā呼吸~ÿ~²セ¹メンøf0呼吸~ÿ~フ³¸»û´À¶ミネー·ョン 講義1演習

方法学習内容

3 バ´タûµ´ン~意義1測定方法zよび²セ¹メンø01Ā体温02Ā脈拍03Ā血圧d 演習

講義看護{zけ»ヘû¹²セ¹メンø~意義01Āヘû¹²セ¹メンøx�何{0ÿĀフ³¸»û²セ¹メンøx�何{1

2 フ³¸»û²セ¹メンø~流¼01Ā問ºÿ´ンタビューĀ0ÿĀ視º0ĀĀ触º0āĀ打º0ĂĀ聴º 講義

4 バ´タûµ´ン~意義1測定方法zよび²セ¹メンø04Ā血圧e05Ā呼吸 演習

5 バ´タûµ´ン~意義1測定方法zよび²セ¹メンø06Ā意識状態 演習

6 事例{ÿuいvバ´タûµ´ン測定演習 演習

7 事例{ÿuいvバ´タûµ´ン測定演習 演習

8 バ´タûµ´ン測定dx記録ÿフýー·ーø1úフü¿·ョン·ーøĀ 講義1演習

18 ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際05Ā腹部~²セ¹メンød0腹部~ë剖x機ýzよび観察x²セ¹メンø 講義1演習

バ´タûµ´ン測定xúフü¿·ョン 技Û試験

バ´タûµ´ン測定xúフü¿·ョン 技Û試験

ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際01Ā筋û骨格ÿ~²セ¹メンø02Ā頭頸部~²セ¹メンø 講義1演習

講義1演習

講義1演習

講義1演習

ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際03Ā呼吸~ÿ~²セ¹メンød0呼吸~ÿ~ë剖x機ýzよび観察x²セ¹メンø

19 ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際05Ā腹部~²セ¹メンøe0腹部~フ³¸»û´À¶ミネー·ョン 講義1演習

20 ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際06Ā乳房x腋窩~²セ¹メンø07Ā直腸û肛門û生殖~~ë剖x機ýzよび観察x²セ¹メンø 講義1演習

23 終講試験 終講試験

21 ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際08Ā³û神}ÿ~²セ¹メンød01Ā³神}02Ā運動機ý 講義1演習

22 ÿ統別フ³¸»û²セ¹メンø~実際08Ā³û神}ÿ~²セ¹メンøe03Ā反射04Ā感覚機ý05Ā自律神}ÿ 講義1演習



Þ数

テキ¹ト
参考書
zy

備考
ë剖生理学の復習をしてzくこx
事前学習を`¹zû席してしs{º授業・演習{参加y»こx

専門分野0基礎看護技Ûb0基礎看護学ā0医学書院
根拠x事故防止{¹�た基礎・臨床看護技Û0第3版第3刷

予習をして授業・演習{参加y»
復習をして授業・演習{臨�

筆記試験80点
レポート1授業・演習k度20点

生�援助技Ûa

有村 {zº

科目名
看護師xして勤務した経験を�x{講義を行う2

受講上
の注意

評価
方法

13

担当者

30

1

1年後期

時間数

単位数

時0期

実務
経験
内容

4

科目目標 人|生}»こxの根幹{{{わ»食事・栄養・排泄の援助技Ûを習得y»

2 食事援助の基礎知識ÿ）栄養状kのア»¹āントĀ）援助の実際 講義1GW

方法学習内容

講義食事の意義x看護師の役割1

5 経管・経腸・経静脈栄養法0食事援助の実際(シÿュレーション) 講義1演習

6 食事援助の基本的技Û 演習

摂食・嚥O機能{tいてのア»¹āントの視点1消W|収āカニºĀ 講義1GW

3 食欲・摂食能力のア»¹āント 講義1GW

7 食事援助の基本的技Û 演習

8 排泄の意義xāカニºĀ 講義1演習

9 排泄方法のア»¹āント 講義

10 自然z排泄を促y援助1失禁のあ»人への援助 講義1演習

11 排泄援助の基本的技Û 演習

12 排泄援助の基本的技Û 演習

講義1演習

14 排便を促y援助(浣腸) 講義1演習

15 総îÛび終講試験 筆記試験

自然排便を促yた�{行う援助



Þ数

備考

14

15

16

17

18

9

10

11

12

13

演習前�技Û動画を視聴しv臨�こx

ÿ統看護学講座0専門分野0基礎看護技ÛⅡ0基礎看護学30医学書ö
フýーüン¹úイチン²ーû0看護覚え書0改訂7版0現ï社
根拠x事故防止{¹�た基礎û臨床看護技Û0医学書ö

受講上
~注意

評価
方法

テキ¹ø
Ó考書
zy

事前課題を提ûしv講義û演習{臨�こx
実技演習w�振º返ºを行い1k~演習{活{すこx

筆記試験60点
技Û試験20点
úフüクション10点
平素~学習ö況10点(課題提û1学習態度)

科目目標

健康障害や治療制}~た�{1清潔行動û衣生活~自立困難z人へ~清潔û衣生活援助技Ûを学ぶ
1ÿ清潔x衣生活~意義x重要性{tいv理ëす»
2ÿ皮膚û粘膜~生理学ö知Û{基uいた清潔~ア»¹メンø~ポインøを理ëす»
3ÿ清潔~方法{¸»身体へ~負担~違いを理ëす»
4ÿ健康障害や日常生活動作ÿＡＤＬĀ{合わせた清潔~方法を選択す»こx|w}»
5ÿ安全û安楽û自立を考え1清潔~援助をす»こx|w}»

担当者

45

2

1年全期

f間数

単位数

f0期

実務
}験
内容

生活援助技ÛⅡ
(清潔û衣生活Ā

松} ��え

科目名
看護師xしv勤務した}験を�x{講義を行う2

演習

講義
動画視聴

演習

演習

演習

全身清拭~技Û確認x記録(úフüクション)d

洗髪~援助技Ûe

口腔±ア01Ā口腔±ア~意義02Ā口腔±ア~方法

口腔±ア~援助技Û

洗髪~援助技Ûd

方法学習内容

3 衣生活~意義x援助01Ā療養{適した衣服~条件01Ā衣生活~ûーº~ア»¹メンø
講義
動画視聴

講義清潔~意義01Ā清潔援助~目öx意義02Ā皮膚û粘膜~構造x機能03Ā洗m剤~�割x選択1

2 清潔援助~対象xア»¹メンø~ポインø01Ā援助~目ö0ÿĀ対象~ア»¹メンøĀĀ援助内容~判断x方法選択 講義

4 寝衣交換~援助技Û01Ā和_寝衣~交換02Ā点þ中~寝衣交換
講義
演習

5 入浴ûシャワー浴01Ā入浴~意義02Ā普通浴03Ā機械浴
演習
動画視聴

6 部分浴~援助d01Ā手浴02Ā足浴 演習

7 全身清拭01Ā全身清拭~意義02Ā全身清拭~方法
講義
動画視聴

8 全身清拭~援助技Ûd 演習

19 全身清拭~技Û確認x記録(úフüクション)e 演習

全身清拭~援助技Ûe 演習

全身清拭~援助技Ûf 演習

ö部洗m01Āö部洗m~意義02Āö部洗m~方法 講義

ö部洗m~援助技Û 演習

洗髪01Ā洗髪~意義02Ā洗髪~方法ÿ洗髪車û±úーパッùû洗髪プーûû洗髪óĀ
講義
動画視聴

20 >全身清拭û寝衣交換?実技試験 技Û試験

21 >全身清拭û寝衣交換?実技試験 技Û試験

22 >全身清拭û寝衣交換?実技試験 技Û試験

23 終講試験(筆記試験) 終講試験



Þ数

診療の補助技Û

榮 琴恵û松} �ばえ

科目名
看ÿ師xして勤務した経験²�x{講義²行う2

備考

ö½スø
Ó考書
zy

受講上
の注意

ë剖生理学の復習²してzくこx
事前学習²`¹zû席してしっ{º授業û演習{Ó加y»こx

専門分野0ÿ礎看ÿ技ÛⅡ0ÿ礎看ÿ学ā0医学書院
根拠x事故防止{¹�たÿ礎û臨床看ÿ技Û第3版第3w
看ÿ学生スタ÷³¼´ù0w林社

予習û復習²して授業û演習{臨�

筆記試験
üポーø
提û物
授業û演習k度

評価
方法

11 輸液管理のß�0ÿ）プù´ミング0Ā）三方�栓²用いた輸液の方法

14

担当者

30

1

2年前期

f間数

単位数

f0期

ß務
経験
内容

方法

科目目標 治療1検査1処置zyの内部環境²調整y»技Ûの意義²理ëし1健康の充足û維c増²のた�{ß施さ¼»診療の補助技Û{必要zÿ本的技Ûxその援助技Ûの方法²習得y»

13

学習内容

講義1ÿ創傷管理技Û01）創傷管理のÿ礎知識02）創傷処置03）包帯法0Ă）褥瘡予防x援助のß�1

2 創傷処置1包帯法 演習

3
ÿÿ÷状û生体機能管理技Û0ÿ）生体情報のモニタúング
Āÿ診ßû検査û処置{zけ»技Û0ÿ）診ßの介助0Ā）検査û処置の介助

講義

4 ÿÿ÷状û生体機能管理技Û0ÿ）検体検査d血液検査e尿検査f便検査g喀痰検査 講義

5 人体モ÷û²用いた静脈血採血 演習

6 人体モ÷û²用いた静脈血採血 演習

7 輸血管理001）輸血の種類û取º扱い02）輸血fの留意点x観ß 講義

8
ÿÿ与­のÿ礎知識01）­物のÿ本的性î02）看ÿ師の�割
Āÿ予}の種類0ÿ）経口与­0Ā）|入0ā）点眼û点鼻û点耳0Ă）経皮与­0ă）直腸内与­

講義

9 ®­防止x­物被爆の防止01）®­の起こºやyい状況x対策02）抗|³v暴露の防止 講義

10
ÿÿ注射のÿ礎知識001）注射法の種類x特徴02）注射~x注射Ý
Āÿ注射のß施法00ÿ）静脈内注射0Ā）点綴静脈内注射

講義

演習

12
ÿÿ注射のß施法001）皮内注射02）皮下注射03)筋肉内注射
Āÿ注射の準備

講義

人体モ÷û²用いた筋肉内注射 演習

演習

15 総îÛび終講試験 筆記試験

人体モ÷û²用いた筋肉内注射



Þ数

備考

11

12 医療機~xその実際

15

13

治療・処置を受け»対象者への看護ÿĀĀ手術療法1集中治療1創傷処置・Á²

14

ö½¹ø
Ó考書
zy

受講上
の注意

専門分野0臨床看護総論0ÿ礎看護学Ă0医学書院
専門分野0ÿ礎看護技術Ⅱ0ÿ礎看護学ā0医学書院
治療薬þニュ²û20230医学書院,看護学生¹タ÷³¼´ù0w林社

ß価
ý法

各機能ÿ呼|1循環等Āのñ»ニºðを予習wv講義{臨°こx
筆記試験80点0üýーø
0授業1演習1発è態度20点

科目目標
ÿ礎的知識や技術|実践の中wyのよう{統合さ¼vい»の{1看護の対象者の状況
ÿラ´õサ´¿û1場1健康状態1÷状1治療Ā{応xv理ëy»

担当者

30

1

1年ß期

f間数

単位数

f0期

実務
経験
内容

臨床看護総論

松} ±ばえ

科目]
看護師xwv勤務wた経験を²x{講義を行う2

講義

総îÛび終講試験

講義1演習

医療機~の実際0呼|管理1u}ue処置1輸液管理 演習1発è

事例{よ»看護実践の展開 講義1演習

筆記試験

学習内容 ý法

3 健康のüベûx看護ÿÿĀ健康の維c・増進を目指yf期 講義1演習

講義健康上のニーºを²t対象者x家族への看護1

2 健康状態の経過{ÿuく看護 講義

4 健康のüベûx看護ÿĀĀe性期1Þ復期 講義1演習

5 健康のüベûx看護ÿāĀ慢性期1終末期 演習1発è

6 主要z÷状を示y対象者への看護ÿÿĀ呼|1循環 講義1演習

7 主要z÷状を示y対象者への看護ÿĀĀ栄養1排泄 講義1演習

10 治療・処置を受け»対象者への看護ÿÿĀ輸液療法1化学療法1�射線療法 講義

8 主要z÷状を示y対象者への看護ÿāĀ�動・_息1認知 講義1演習

9 主要z÷状を示y対象者への看護ÿĂĀコーôンÀ1安全生体防ÿ1安楽 講義1演習



Þ数

備考

15

テキスト
参考書
zy

受講上
~注意

講義や個人ワーク�テキストや参考書を必z携帯し1参加yるこx

>基礎看護学②基礎看護技ÛⅠ?医学書院
>看護過程を使ったøóダーソó看護論~実際?ヌーôェûヒýカワ
>øóダーソó~基本的看護{関yる看護問題úスト?ヌーôェûヒýカワ

予習や演習課題を学習しv授業や演習{参加yる
演習後{1作成したüポートを提ûyる

各講義w~üポート提û内容や講義態度1終講試験~結
果から総合的{評価yる2

評価
方法

終講試験

科目目標 看護を必要xyる対象~看護問題や原因を明らか{し1そ~問題をë決yる実践的方法論を学び1看護~問題ë決思考~÷ýセスを理ëyる

担当者

30

1

2年前期

時間数

単位数

時0期

実務
経験
内容

看護過程

椎木 美絵

科目名
看護師xしv勤務した経験をもx{講義を行う2

学習内容

講義看護過程x�1看護過程を展�yる際{基盤xzる考え方1

方法

2 看護過程~各段� 講義

3 øóダーソó~看護理論から看護過程~展�へ~概要 講義

4 人間~反応~理ë 講義

5 øóダーソó~看護理論{基uくアセスメóト：事例展�ÿ常在条件Ā 個人ワーク

6 øóダーソó~看護理論{基uくアセスメóト：事例展�ÿ病理的状態Ā 個人ワーク

7 øóダーソó~看護理論{基uく看護問題~明確化：事例展� 個人ワーク

8 øóダーソó~看護理論{基uく看護問題~明確化：事例展� 個人ワーク

9 øóダーソó~看護理論{基uく看護問題~明確化：事例展� 個人ワーク

10 øóダーソó~看護理論{基uく全体像~作成：事例展� 個人ワーク

11 øóダーソó~看護理論{基uく全体像~作成：事例展� 個人ワーク

個人ワーク

øóダーソó~看護理論{基uく看護計画~作成：事例展� 個人ワーク

14 øóダーソó~看護理論{基uく看護計画~作成：事例展� 個人ワーク

øóダーソó~看護理論{基uく全体像~作成：事例展�12

13



Þ数

有村 {zº

臨床判断

14

12

15 演習öスø

方法

科目名
看護師xwv勤務wた経験を²x{講義を行う2

科目目標 >看護師の¸う{考え1行動wき»¸う{z»た±{?気uくÛを培い1科学的根拠{基uきx»べき行動を導く思考過程を身{Þけ»2

ç当者

30

1

2年前期

時間数

öキスø
参考書
zy

備考 ë剖生理学1病態生理学の復習をwvzくこx

講義を通wv学びを深±1看護{役立t知識を身{Þけ»
課題{応xた全�域のöキスø

事前学習ÿワークシーøĀ{取º組み1授業{参加y»こx
確認öスø10点1事前課題15点1シミュüーション評価
üポーø30点1演習öスø25点1小öスø15点1出席5
点

受講上
の注意

評価
方法

単位数

時0期

実務
経験
内容

13

学習内容

講義
本授業の目的・到達度・授業ûーûの説明
生活体験{¹気uきx気uきを通wvë釈・反応

1

2 臨床判断の意義(臨床判断{必要z思考過程{tいv) 講義

3 臨床判断モ÷û{tいv 講義1演習

4 気uき(間違いãw) 講義1GW

5 気uき(思考発話) 講義1GW

6 心O全の看護(臨床推論:ë釈) 講義1GW

7 心O全の看護(臨床推論:ë釈) 講義1演習

8 シミュüーション(反応⇒w察) 講義1GW

9 急性腹÷の患者の看護(臨床推論:ë釈) 講義1GW

10 シミュüーション(反応⇒w察) 講義1演習

11 脳出血患者の看護(臨床推論:ë釈) 講義1GW

講義1演習

演習öスø

演習öスø

シミュüーション(反応⇒w察)



回数

備考

öキ¹ø
参考書
zy

受講上
~注意

事前学習ÿワー¿·ーøĀ²怠¹z出席しvしs{º授業{参加y»こx

ÿ統看護学講座専門分野wßû在宅看護論a/b00医学書院000r人看護学/医学書院
家族看護論/医学書院00000社会保障û社会福祉/医学書院000|³看護学/医学書院

ß価
方法

予習ÿワー¿·ーøĀ²しv授業{参加y»
毎回講義終了時öーマ{関しv学習内容や意見交換した内容²提出
Àループワー¿ÿÿ人～Ā人/GĀ

各講義û演習ûGW内容及び取º組�ÿ勢²�x{合計
100点xy»2
終講試験�実施しzい2

看護師xしv勤務した}験²�x{講義²Ìう2

科目目標
1ÿラ´フ¹öー¸各期{あ»人~時間的流¼や場~広|ºw暮¹し|健康{与え»影響|いえ»
2ÿ暮¹し~ow~支えあい²÷º生}»た�~人々~tz|º|いえ»
3ÿwß~生活環境~違い²÷º1生活環境|健康{与え»影響|言え»

担当者

15

1

1年前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

wßx暮¹し

川原 祥乃

科目名

方法学習内容

3
支えあsv生}»x�yういうこx{÷»
家族/þ間/近隣~人々/学校や÷場/支えあい/自助/公助/共助/互助/Ì�û教²û医療û福祉等[÷種連携û協働

講義1GW

講義1GW
暮¹し²÷»
暮¹yx�/子y�²生�²v»/学ぶ/働く/病²治y/老いx共{生}»/最期²迎え»

1

2

ラ´フ¹öー¸~時間的流¼や場x暮¹し~tz|º²÷»
ÿ身近z人々²モ÷ルxしv情報²�x{意見交換y»ÿ小児期û学童期Ā
ÿ身近z人々²モ÷ルxしv情報²�x{意見交換y»ÿr人期û老年期Ā

講義1GW

4

wß~生活環境|健康{与え»影響
文W的環境ÿ生活~場ÿ労働~場/学習~場/wß組~/施設ÞĀ
社会的環境ÿ家族1近隣x~tz|º1習慣û風習等文WĀ
自然環境

講義1GW

5
öーマÿwßxそ~人々~暮¹し²÷»
赤塚学園|辺w区(Ó田û上Ó田ûOÓ田w区)~情報²ß集y»

フ³ールùワー¿

8
öーマÿwßxそ~人々~暮¹し²÷»
~x�たMAP~発è

発è

6
öーマÿwßxそ~人々~暮¹し²÷»
赤塚学園|辺w区(Ó田û上Ó田ûOÓ田w区)~情報²ß集y»

フ³ールùワー¿

7

öーマÿwßxそ~人々~暮¹し²÷»
赤塚学園|辺w区(Ó田û上Ó田ûOÓ田w区)~ß集した情報²1
MAP{~x�»

GW



Þ数

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
~注意

ÿ統看護学講座 専門分野 w域û在宅看護論Ⅰ 医学書院
家族看護を基盤xした w域û在宅看護論 日本看護協_出版社

事前学習ÿワー¿シートĀ{取º組み1授業{参加す»こx
講義を通しv学びを深±1看護{役立つ÷識を身{付け»

終講試験 80点
提出物ûÀループワー¿20点

評価
方法

科目目標

w域û在宅看護論~対象x看護~基盤xz»概ÿを理ëす»
ÿÿ暮¹し~基盤xしv~w域を理ëす»
Āÿw域û在宅看護~対象を学ぶ
āÿw域û在宅看護{{{わ»制度xそ~活用{ついv理ëす»

担当者

15

1

1~前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

w域û在宅看護概論

川原 祥乃

科目名
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

方法学習内容

3 暮¹し~基盤xしv~w域~理ë～w域û在宅看護実践~場～ 講義1演習

講義暮¹し~z{~看護�y~¸う{しv変遷しvきた~{1

2 暮¹し~基盤xしv~w域~理ë 講義1演習

4 w域w暮¹す人々~特徴 講義1演習

5 w域w暮¹す人々~健康問題x課題 講義1演習

8 終講試験

6 w域û在宅看護~基本xz»²~ 講義1演習

7
w域û在宅{{{わ»制度xそ~活用
w域û在宅看護{zけ»権利保障

講義



Þ数

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
の注意

ÿ統看護学講座 専門分野 w域û在宅看護論a 医学書院
ÿ統看護学講座 専門分野 w域û在宅看護論b 医学書院

事前学習ÿワークシートĀ{取º組�1授業{参加す»こx
講義を通しv学びを深±1看護{役立つ÷識を身{付け»

終講試験0100点
評価
方法

科目目標

w域û在宅看護論の対象x看護の基盤xz»概ÿを理ëす»
ÿÿw域{zけ»暮¹しを支え»看護
Āÿw域û在宅看護実践の場x連携の場x連携
āÿ多職種連携ûチームwの協働

担当者

15

1

2~前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

暮¹しを支え»看護a

川原 祥乃

科目名
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

方法学習内容

3 住~いx健康 講義

講義w域{zけ»看護の対象の特徴1

2 w域w暮¹す人々の健康問題û課題{影響す»要因x支援 講義

4 暮¹しの危機{備え» 講義

5 w域û在宅看護師の役割 講義

8 終講試験

6 多職種連携û協働 講義1演習

7 w域û在宅看護{{{わ»制度 講義



Þ数

備考

w域w生活す»人々x1そ~家ï~看護{ついv理ëす»
0ÿÿw域û在宅看護~Ï入時期別~看護~実際
0Āÿw域û在宅看護~þネ¸メント

担当者

30

1

2年後期時0期

実務
}験
内容

暮¹しを支え»看護Ⅱ

川原 祥乃

テキ¹ト
参考書
zy

受講上
~注意

ÿ統看護学講座 専門分野 w域û在宅看護論Ⅱ 医学書院
事例{¹学ぶw域û在宅看護論ー訪問時~z作法{¹実習~ýイント~w0医学書院

事前学習ÿワーク·ートĀ{取º組�1授業{参加す»こx
講義を通しv学びを深±1看護{役立つ÷識を身{Þけ»

評価
方法

科目名

12

終講試験080点
事前学習020点

方法

看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

Ï護者{¸»虐ß|疑わ¼»ÿ事例Ā 講義1演習

w域û在宅看護~þネ¸メント

学習内容

時間数

単位数

講義w域{暮¹す人々x家ïを対象xした看護1

科目目標

2 ýÿ看護þネ¸メント 講義

3 意思決定支援 講義1演習

4 w域共生社_ 講義1演習

5 生活~場w~看護
講義
DVD視聴

6 暮¹し~場�O適切z療養環境ÿ事例Ā 講義1演習

7 療養者を中心{した環境調整ÿ事例Ā 講義1演習

8 夜間~緊急電話対応ÿ事例Ā 講義1演習

9 認÷機能|低下した人~在宅療養生活支援 講義

10 老老Ï護~世�wÏ護者|認÷症{ÿ事例Ā 講義1演習

11 認÷症~あ»療養者{¹~暴言û暴力ÿ事例Ā 講義1演習

講義

14 w域û在宅看護~活動例 講義1演習

15 終講試験

13



回数

備考

öキスø
参考書
zy

受講上
の注意

事前学習ÿワー¿シーøĀ²怠¹zû席しvしs{º授業{参加y»こx

ÿ統看護学講座0専門分野0w域û在宅看護論Ⅱ0医学書院
看護技Ûプラ¿ö³ス
ナーシンÀÀラフ³カ0在宅看護論dew域療�²支え»Á²0メ÷³カû版

在宅看護論Ûびこ¼まw学³�看護技Û²復習y»こx
Àループワー¿{積極的{参加y»こx
復習²しv臨°

終講試験100点
評価
方法

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

科目目標
1ÿ在宅療�{必要z状況判断の必要性{tいvÿ礎的÷識²習得w}»
2ÿ療�者Ûび家族xx²{医療機~管理やÁ²の実際²ÿべ»こx|w}»

暮¹しの場w行わ¼»治療x看護

川原 祥乃

科目名
看護師xしv勤務し�}験²²x{講義²行う2

担当者

15

1

2年後期

4
医療機~²装wし�対象の看護
腹膜透析0/  スøーマ管理

講義

2
医療処置|必要z対象の看護
褥瘡予防／スキンö²

講義

3
医療機~²装wし�対象の看護
在宅o心静脈栄�法/膀胱留置カöーöル

講義

方法学習内容

講義1演習訪問看護wの臨床判断力1

5
医療機~²装wし�対象の看護
在宅人工呼|療法/非侵襲的ÿ圧換気療法/在宅酸素療法

講義

6
医療機~²装wし�対象の看護
在宅人工呼|療法/非侵襲的ÿ圧換気療法/在宅酸素療法

講義

7 w域û在宅看護{zけ»予約 講義

8
まx±
終講試験



Þ数

科目名

備考

ö½スø
参考書
zy

受講上
~注意

ë剖生理学1病理学総論~復習²wvおくこx
単位内訳ÿ在宅0.2単位0r人0.3単位0老年0.1単位0小児0.1単位0母g0.2単位0精神0.1単位

>ë剖生理学?>病理学?>呼吸器?>循環器?>消化器?>腎û泌尿器?>脳神経?医学書院
看護学生スタ÷³¼´ù

事前学習ÿ事前{g定wたxこ½²学習wv授業{参加y»
TBL�事前学習＋個人öスø＋チームöスø
PBL�前日~w{渡さ¼た資料ÿ各自A4用紙1枚{~x±たüポーø~Àûープ全員分~コôーĀ²読�込³w参
加y»

TBL 10点×5
PBL06点×5
発è10点
úõü¿ションシーø10点
合計100点

ß価
方法

担当者

30

1

2年前期

f間数

単位数健康Þ復o援論

12 看護²考え»ĄÿÀûープ発èĀ

学習内容

ÿĀ患者心理~特徴|理ëw}»
ĀĀ病期~特徴x看護~役割|理ëw}»

1

2 疾病理ëx看護学的視点²cつこx|w}»～呼吸器～

3 疾病理ëx看護学的視点²cつこx|w}»～循環器～

9

10

11

8

6

7

f0期

実務
経験
内容

看護師xwv勤務wた経験²²x{講義²行う2

PBL

榮 琴恵

PBL

看護²考え»ā PBL

看護²考え»Ă PBL

看護²考え»ă PBL

看護²考え»Ā

疾病理ëx看護学的視点²cつこx|w}»～脳神経～ TBL

看護²考え»ÿ(心筋梗塞û大腿骨頸部骨折û肝臓|³ûネõýー¼症候群ûパー½ン½ン病û妊娠糖尿病Ā

科目目標 健康障害²cつ対象者²理ëw1疾病理ë~看護学視点²cち1状態{応xv必用z看護²理ëy»

講義

TBL

TBL

方法

PBL

4 疾病理ëx看護学的視点²cつこx|w}»～消化器～ TBL

5 疾病理ëx看護学的視点²cつこx|w}»～腎û泌尿器～ TBL

14 模擬患者演習Āÿ3年生OSCE~患者体験Ā 演習

13

GW1発è15 模擬患者体験~úõü¿ション

模擬患者演習ÿÿ患者理ë~学習_Ā GW



Þ数

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
~注意

12

14

15

13

事前学習を怠¹zû席wvws{º授m{参加y»こx
0 単位内訳ÿr人0.5単位  老年0.2単位  母gû小児û精神0.1単位  1

¸くわ{»周Û期看護0学研

GW

事例{応xたÛ後合併症予防へ~援助e GW

事例{応xたÛ後合併症予防へ~援助f GW

評価
方法

終講試験

予習û復習をwv授m{参加y»
講義を通wv学びを深±1看護{役立t知Ûを身{tけ»
2/3以上~û席w終講試験受験資格|得¹¼»

終講試験85点
GW15点

事例{応xたÛ後合併症予防へ~援助d

看護師xwv勤務wた経験を²x{講義を行う2

科目目標

周手Û期{あ»小児{¹高齢者まw~対象x家族を理ëw1周手Û期~経時的変Wを捉えz|¹必要z看護を理ëy»
1ÿ周手Û期~看護~概要x看護師~役割{tいv理ëy»こx|w}»
2ÿÛ前ûÛ中ûÛ後やÛ後合併症~看護{tいv理ëy»こx|w}»
3ÿ手Û療法を受け»対象や家族~身体的û心理的û社_的変Wを理ëy»こx|w}»

手Û療法x看護

外部講師／椎木 美絵

科目名

担当者

30

1

2年前期

時間数

単位数

時0期

実務
経験
内容

学習内容

講義周手Û期~看護~概要x看護師~役割1

方法

2 麻酔x�0麻酔~種類xÛ前ûÛ中ûÛ後~管理 講義

3 全身麻酔x\所麻酔~合併症 講義

4 手Û侵襲x生体反応 講義

5 手Û後{起こºやyい合併症 講義

6 Û前~患者~看護 講義

7 Û中~患者~看護 講義

8 Û後~患者~看護d 講義

9 Û後~患者~看護e 講義

10 Û後~患者~看護f 講義

11 Û_別û周Û期看護ÿ肺切除Ûû胃切除Ûû腹腔鏡O胆嚢摘ûÛû甲状腺切除ÛĀ 講義



Þ数

備考

12

14 事例{応xた­物療法~ÿ礎的知識{ÿuいた­物療法看護~ýーûプü´|w}»

15 ýーûプü´~発è_

13

事例{応xた­物療法~ÿ礎的知識{ÿuいた­物療法看護~ýーûプü´|w}»

ö½スø
参考書
zy

受講上
~注意

0単位内»ÿr人û小児û精神û�宅0.2単位0老年û母g0.1単位1

臨床­理学0医学書院
看護学生0ス¿÷³¼´ù0w林社

ß価
方法

�宅ûr人û老年û小児û母gû精神~�域を超えv­物療法を受け»対象~理ëx­物療法{zけ»看護~役割
x援助方法{tいv理ëy»講義wあ»2
事前学習ÿワー¿シーøĀを`¹z出席wvws{º授業{参加y»こx2
Àûープワー¿w�ÀûープÀ´úミ¿スを活用w1積極的{参加y»こx2

学生ûûû自己ß価点ÿ5点0他者ß価点ÿ5点0内容
点ÿ10点0合計20点
教員ûûû出席状況û受講k度ÿ10点0ポスøöスøû
発è原稿û発èw~ß価070点

看護師xwv勤務wた経験を²x{講義を行う2

科目目標 ­物療法{zけ»看護師~役割を理ëy»xx²{1処方さ¼た­v~管理z¸び対象{現¼»作用û副作用を理ëw1適正z­物療法を行うた±~ÿ礎的能Ûを養う

担当者

30

1

2年前期

時間数

単位数

時0期

実務
経験
内容

­物療法x看護

島 繁久

科目名

GW

事例{応xた­物療法~ÿ礎的知識{ÿuいた­物療法看護~ýーûプü´|w}»

発è

GW

GW

学習内容

講義­物療法~ÿ礎的知識{tいv理ëを深±1看護~視点w考え»こx|w}»1

方法

2 主要疾患~あ»対象~­物療法~特徴|理ëw}» 講義

3 主要疾患~あ»対象~­物療法~特徴|理ëw}» 講義

4 主要疾患~あ»対象~­物療法~特徴|理ëw}» 講義

5 主要疾患~あ»対象~­物療法~特徴|理ëw}» 講義

6 精神÷状{用い»­物{tいv理ëw}»2また1精神障害|­~管理能Û{及ぼy影響{tいv理ëw}» 講義

7 精神障害を²t対象~服­管理能Û~問題x問題ë決{向けた援助{tいv理ëw}» 講義

8 妊産褥婦x胎児z¸び新生児~­x<催_形g=~関係{tいv理ëw}» 講義

9 子y²x母親へ~対応x小児�域w使用y»­{tいv理ëw}» 講義

10 �宅{zけ»高齢者z¸び家族へ~服­g導{tいv理ëw}» 講義

11 �宅w生活y»認知÷高齢者へ~o援{tいv理ëw}» 講義



Þ数

備考

テキスø
参考書
zy

受講上
の注意

単位内訳ÿ在宅0.2単位0r人0.2単位0老年0.2単位0小児0.1単位0母g0.1単位0精神0.2単位

臨床看護総論    小児臨床看護総論0r人看護学総論0老年看護学0w域û在宅看護の実践0/0医学書院
緩和±ア0基礎看護技術Ⅱ0/0医学書院

評価
方法

2年前期時0期 外部講師／日置 敦子

科目名

担当者

30

実務
経験
内容

1

時間数

単位数終末期x看護
看護師xしv勤務した経験を²x{講義を行う2

科目目標 各発達段階{¸sv訪¼»死の意味を理ëし1終末期{あ»対象z¸び家族{対す»看護を実践す»基礎的能力を養う

講義

5 緩和±ア{zけ»倫理的課題

8 終末期{あ»老年の特徴

6 全人的±アの実践 講義

7 緩和±アの広|º 講義

講義終末期{あ»子y²x家族の看護

3 終末期医療の特徴 講義

講義

方法学習内容

講義
ＤＶＤ視聴

終末期{あ»小児の特徴1

講義4 人生の最期のx}を支え»看護

2

9 エンùオöùイõ±ア 講義

10 臨死期の±ア 講義1演習

講義

12 在宅{zけ»看取ºの看護 講義

自宅w死を迎え»こxの意味 講義

11 家族の±ア

13

講義

15 終講試験

予習û復習をしv講義û演習{臨°こx
講義を通しv学びを深±1看護{役立t÷識を身{付け»

レポーø1講義û演習態度1終講試験の結果{¹総合的
{評価す»2

°úーõ±ア14



Þ数

講義

15 話w方x聴}方~ポ´ンø0²¿ö³öúスニンÀ
講義
üポーø

講義を通wて学びを深±1看護{役立つ÷識を身{付け»
üポーø80点
出席状況20点

備考

öキスø
参考þ
zy

受講上
~注意

r人0.30老年0.20母g0.10小児0.10精神0.20wßû在宅0.1

öキスøzw

ß価
方法

PBL

看護師xwて勤務w�経験を²x{講義を行う2

科目目標
保健û医療zよび福祉{zけ»看護~役割を理ëw1人々~健康生活を支え»�±{[÷種x連携û協働y»実践力~基礎を習得y»
ÿÿuまvまz組~û機関{所属y»÷種x~連携û協働{必要z基礎÷識zよび方法論を理ëy»
Āÿ人々~健康生活{{{わ»課題~ë決を支え»Þ÷種~役割を理ëw1連携û協働~あº方を考え»

担当者

30

1

3年前期

時間数

単位数

時0期

実務
経験
内容

[÷種連携

四俣 芳子

科目名

4 医療÷x�～役割x²r過程ÿ3Ā÷種tx{調べ»

11 [÷種x~連携～メ÷³カûø²メ´¿²ッ÷よº学ぶ(2)

14

5 医療÷x�～役割x²r過程ÿ4Ā発è

8 }¼~¼~部�や状況{zけ»[÷種連携(事例ā)

13

話w方x聴}方~ポ´ンø0場{応x�_話~基本

2 医療÷x�～役割x²r過程ÿ1Ā÷種を÷½う PBL

3 医療÷x�～役割x²r過程ÿ2Ā÷種tx{調べ» PBL

方法学習内容

講義z|[÷種連携|必要z~{1}¼~¼~医療者~役割xr長過程1

発è

6 }¼~¼~部�や状況{zけ»[÷種連携(事例ÿ) 講義

7 }¼~¼~部�や状況{zけ»[÷種連携(事例Ā) 講義

講義

9 在宅療養{zけ»連携1災害慢g期(生活期){zけ»連携 講義

10 [÷種x~連携～メ÷³カûメ´¿²ッ÷よº学ぶ(ÿ) 講義1演習

演習

12 [÷種x~連携～心wよい洗髪~実際(1) 演習

[÷種x~連携～心wよい洗髪~実際(2) 演習



Þ数

備考

科目名

テキスト
参考書
zy

受講上
の注意

単位内訳：r人0.5単位0老年0.2単位0在宅0.3単位

ç習学習の統合科目wy2テキスト1参考書²準備wv講義{臨³wく�さい2
評価
方法

担当者

30

1

2年後�

時間数

単位数

時0�

実務
経験
内容

r人�域40点
老年�域30点
在宅�域30点
合計100点

個人ワーク

看護師xwv勤務w�経験²もx{講義²行う2

科目目標 看護過程の基本理論²活用w1対象特g²考慮wz|ら1健康状態{応x�個別gのある看護²提供yる過程{tいv事例展開²通wv基本的z問題ë決能Û²養う

看護過程展開論Ⅰ

11 在宅療養者への看護過程展開方法|理ëw}る

14

13

椎木 美絵／榮 琴恵／川原 祥乃

4 計画{沿sv実施w}る

看護計画²立案w}る

5 リフレクションw1計画の追加修正|w}る

8 看護計画|立案w}る

2 情報ß集xアセスメント|w}る 個人ワーク

3 看護計画|立案w}る 個人ワーク

個人ワーク

6 老年�{ある認知症患者の看護過程展開方法|理ëw}る 個人ワーク

7 情報ß集xアセスメント|w}る 個人ワーク

個人ワーク

方法学習内容

個人ワークr人�{ある|手Û�患者の看護過程展開方法|理ëw}る1

9 計画{沿sv実施w}る 個人ワーク

10 リフレクションw1計画の追加修正|w}る 個人ワーク

個人ワーク

15 リフレクションw1計画の追加修正|w}る 個人ワーク

個人ワーク

12 情報ß集xアセスメント|w}る 個人ワーク

関連図²作rw1看護問題²抽ûw}る 個人ワーク



Þ数

備考

科目名

テキスト
参考書
zy

受講上
の注意

単位内訳ÿ小児0.4単位0母性0.4単位0精神0.2単位

ç習学習の統合科目wy2テキスト1参考書²準備wv講義{臨³wく�さい2
評価
方法

担当者

30

1

2年後�

時間数

単位数

時0�

実務
経験
内容

小児�域40点
母性�域30点
精神�域30点
合計100点

�習

看護師xwv勤務w�経験²もx{講義²行う2

科目目標 看護過程の基本理論²活用w1対象特性²考慮wz|ら1健康状態{応x�個別性のある看護²提供yる過程{tいv事例展開²通wv基本的z問題ë決能Û²養う

看護過程展開論Ⅱ

11 精神疾患²発症w�患者の看護過程展開方法|理ëw}る

14

13

四俣 芳子／小林 麻美／島 繁久

4 計画{ÿsv実施w}る

計画{ÿsv実施w}る

5 リフレクションw1計画の追加修正|w}る

8 看護計画|立案w}る

2 å報収集xアセスメント|w}る �習

3 看護計画|立案w}る �習

�習

6 正~z妊娠�û産褥�û新生児�の母児の看護過程展開方法|理ëw}る �習

7 å報収集xアセスメント|w}る �習

�習

方法学習内容

�習小児xその家族の看護過程展開方法|理ë席る1

9 計画{ÿsv実施w}る �習

10 リフレクションw1計画の追加修正|w}る �習

�習

15 リフレクションw1計画の追加修正|w}る �習

�習

12 å報収集xアセスメント|w}る �習

看護計画|立案w}る �習



Þ数

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
~注意

評価方法~GWÿÀûープワー¿Āw�1メンĀーx~協力1積極的z態度等評価する

ÿ統看護学講座0専門分野0r人看護学[1]r人看護学概論0第16版第3刷0医学書院

予習をしv授業{参加する
講義を通しv学びを深±1看護{役立つ知識を身{付qる
周囲~学生~勉学~妨rをしzい

終講試験080点
GW020点

評価
方法

科目目標

r人~r長発達や養護{ついv学び1看護~役割を理ëする
ÿ．r人~r長発達~特徴{ついv役割や健康問題{ついv学ぶ
Ā．r人看護{有用z七つ~概ÿ{ついv学ぶ
ā．r人~学習者xしv~特徴を踏まえた健康教育や患者教育{ついv学ぶ

担当者

15

1

1~後期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

r人看護学概論

椎木 美絵

科目名
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

学習内容

講義r人x生活1生活x健康1

方法

2 健康を脅{す要因x看護 講義

3 健康生活~急激z破綻xそ~Þ復を支援する看護 講義

4 慢g病xx²{生}る人を支える看護 講義

5 障害|ある人~生活xúÿビúテーション 演習

8 終講試験

6 行動変容を促進する看護アプローチ① GW

7 行動変容を促進する看護アプローチ① GW



Þ数

11

12

15 終講試験

13

14

集中治療²必要xする患者の看護d

ue看護²必要xする患者の看護e

備考

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
の注意

ë剖生理学1病理学総論1病態生理学1疾病x治療の復習²しておくsx
課題等の提û{ついて1期限内{提ûしzい場合その講義{参加していて²欠課xする

ÿ統看護学講座0専門分野II0呼吸器0r人看護学e0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野II0循環器0r人看護学f0医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù0w林社

評価
方法

予習²して授業{参加する
講義²通して学び²深±1看護{役立つ知識²身{Þqる
周囲の学生の勉学の妨r²しzい

循環器040点
呼吸器040点
集中治療010点
ue看護010点

科目目標
ÿÿ呼吸器û循環器障害のある対象者の生}û生活への支障û影響²理ëし1病状の}過x1患者xその家族{必要z看護²理ëする
Āÿ緊ef対応の原則²理ëし1u}処置(BLS)の知識û技Û²習得する

担当者

30

1

2年前期

f間数

単位数

f0期

実Û
}験
内容

r人看護援助論I

外部講師

科目]
看護師xして勤Ûした}験²²x{講義²行う2

講義

集中治療²必要xする患者の看護e 講義

ue看護²必要xする患者の看護d
講義
�習

講義
�習

筆記試験

講義
ÿ）循環器疾患²cつ患者の}過û動向x看護
Ā）循環器÷状{対する看護
ā）循環器検査²受qる患者の看護

1

2 循環器治療²qる患者の看護 ÿ）薬物療法 Ā）»öーöû治療 ā）手Û 講義

4 循環器疾患²²つ患者の看護 ÿ）È圧異常0Ā）O整脈 講義

5 循環器疾患²²つ患者の看護  ÿ）心臓úハビúöー·ョン0Ā）患者教育 講義

6

ÿ）呼吸器疾患²つ患者の}過û動向x看護
Ā）呼吸器÷状{対する看護
ā）呼吸器検査²受qる患者の看護

学習内容 方法

3 循環器疾患²²つ患者の看護 ÿ）虚Èg心疾患 Ā）心O全 講義

講義

7 呼吸器治療²受qる患者の看護 ÿ）吸入療法 Ā）酸素療法 ā）人工呼吸器
講義
�習

8 呼吸器治療²受qる患者の看護 ÿ）気管切開 Ā）胸腔ùüúー¸ ā）手Û
講義
�習

9 呼吸器疾患²²つ患者の看護 ÿ）肺þ Ā）}核 ā）気管支喘息 Ă）睡wf無呼吸÷候群 講義

10 呼吸器疾患²²つ患者の看護 ÿ）COPD Ā）肺È栓塞栓÷ ā）肺が³ ă）気胸
講義
�習



Þ数

備考

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
のì意

ë剖生理学1病理学総論1病態生理学1疾病x治療の復習²してzくsx
課題等の提û{ついて1期限内{提ûしzい場合その講義{参加していて²欠課xする

ÿ統看護学講座0専門分野II0脳・神}0r人看護学⑦0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野II0消W器0r人看護学⑤0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野II0運動器0r人看護学⑩0医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù0w林社

評価
ý法

時間数

単位数

時0期

r人看護援助論II

6

1）運動器疾患²²つ患者の}過・動向x看護
2)運動器÷状{対する看護
3)運動器検査²受qる患者の看護

実務
}験
内容

1

椎木 美絵／日置 敦子／榮 琴恵／外部講
師

科目]
看護師xして勤務した}験²²x{講義²行う2

担当者

30

2年前期

ý法

科目目標 急g期・Þ復期・クúö³»ûz状況{あるr人期の対象x家族²理ëし1生}の危機的状況{らÞ復するた±の看護²学ぶ

学習内容

講義

3 脳・神}疾患²²つ患者の看護 1)クモ膜Oû血 2)脳梗塞 3)脳û血 4)頭部外傷 講義

4 脳・神}疾患²²つ患者の看護 1)筋¸¹øロフ³ー 2)多発g硬W÷ 3)筋�縮g側索硬W÷ 講義

講義
1)脳・神}疾患²²つ患者の}過・動向x看護
2)脳・神}÷状{対する看護
3)脳・神}検査²受qる患者の看護

1

2 脳・神}治療²受qる患者の看護 ÿ）薬物療法 Ā）úハビúöー·ョン ā）開頭手Û 講義

運動器疾患治療²受qる患者の看護01)大腿骨頸部骨折・転子部骨折 2)関節úウマチ 3)椎間板ヘûニ² 4)脊髄損傷 講義

9

1)消W器疾患²²つ患者の}過・動向x看護
2)消W器÷状{対する看護
3)消W器検査²受qる患者の看護

講義

8

講義

7 運動器疾患治療²受qる患者の看護xその÷状0ÿ) 画像検査 2)保存療法3)手Û4)疼ÿ1神}・循環障害 講義

5 脳・神}疾患²²つ患者の看護 1)パー½ンソン病02)髄膜þ

10 消W器治療²受qる患者の看護 1)薬物療法 2)栄養・食事療法 3)�射線療法 講義

講義

消W器疾患²²つ患者の看護 1)肝þ 2)肝硬変 3)食道動脈瘤 4)肝|³5)胆のうþ6)膵þ 講義13

消W器疾患²²つ患者の看護 1)食道|³ 2)Ã|³ 3)ï垂þ 4)腸閉塞 講義11

12 消W器疾患²²つ患者の看護 1)潰瘍g大腸þ 2)クローン病 3)腹膜þ 5)大腸|³

14 消W器疾患²²つ患者の看護 1)¹øーマケ²
講義
�習

予習²して授業{参加する
講義²�して学び²深±1看護{役立つ知識²身{付qる
周囲の学生の勉学の妨r²しzい

脳神}040点
消W器040点
運動器020点

終講試験 筆記試験15



Þ数

備考

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
の注意

ë剖生理学1病理学総論1病態生理学1ÿ病x治療のÿ習をしておくsx
課題等の提出{ついて1期限内{提出しzい場合その講義{参加していて²欠課xす»

ÿ}看護学講座0専門分野II0内分泌・代�0r人看護学⑥/医学書院
ÿ}看護学講座0専門分野II0腎・泌尿器0r人看護学⑧/医学書院
ÿ}看護学講座0専門分野II0膠原病0r人看護学⑪/医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù0w林社

評価
方法

時間数

単位数

時0期

r人看護援助論III

6

1）内分泌・代�ÿãを²つã�の}過・×Ux看護
2）内分泌・代�÷状{対す»看護
3）内分泌・代�検査を受q»ã�の看護

ß務
}験
内容

1

椎木 ÿ絵／日置 敦子

科目名
看護師xして勤務した}験を²x{講義を行う2

担当�

30

2年全期

方法

科目目標 慢g的{}過す»ÿãを²ち1生涯{わたºセûフケ²行×が必要zr人期の対象x家族を理ëし1効果的zセûフマネ¸メンø{Uqた看護を学ぶ

学習内容

講義
演習

3 腎・泌尿器÷状を²つã�の看護 1）浮腫 2）ó尿障害 3）血尿・膿尿 講義

4 腎・泌尿器÷状を²つã�の看護 1）糸球体ÿã02）尿路�染÷ 講義

講義
1）腎・泌尿器ÿãを²つã�の}過・\行x看護
2）腎・泌尿器÷状{対す»看護
3）腎・泌尿器検査を受q»ã�の看護

1

2 腎・泌尿器治療を受q»ã�の看護 1）薬物療法 2）生検 3）透析療法
講義
演習

内分泌・代�ÿã治療を受q»ã�の看護 1）内分泌ÿã 2）下垂体ÿã 講義

9 内分泌・代�ÿã治療を受q»ã�の看護 1）甲状腺ÿã 2）�甲状腺ÿã 3）�腎ÿã 講義

8

講義

7
内分泌・代�ÿã治療を受q»ã�の看護xその÷状
1）内分泌検査02）代�検査03）脂î異常÷

講義

5 腎・泌尿器÷状を²つã�の看護 1）腎O全02）þ尿病g腎÷

10 内分泌・代�ÿã治療を受q»ã�の看護 1）代�ÿã(þ尿病・脂î異常÷・尿酸代�) 講義

講義

�覚器ÿã治療を受q»ã�の看護01）歯・ó腔ÿã02）耳¿咽喉ÿã 講義13

免疫ÿÿã治療を受q»ã�の看護01）膠原病02）²üû¾ーÿã 3）�染÷ 講義11

12 免疫ÿÿã治療を受q»ã�の看護01）HIV/AIDS02）w血÷03）日和見�染

14 �覚器ÿã治療を受q»ã�の看護 1）眼ÿã02）皮膚ÿã 講義

予習をして授業{参加す»
講義を通して学びを深±1看護{役立つ知識を身{Þq»
周囲の学生の勉学の妨rをしzい

腎・泌尿器040点
内分泌・代�040点
�覚器020点

終講試験15



Þ数

11

12

15 終講試験

13

14

骨髄移m・�細胞移mwの看護d

化学療法²受qるã者の看護e

備考

ö½スø
参考書
zy

受講上
の注意

ë剖生理学1病理学総論1病態生理学1疾病x治療の復習²しvおくsx
課題等の提û{ついv1期限内{提ûしzい場合その講義{参加しvいv²欠課xする

ÿ統看護学講座0専門分野II0女g生ÿ器0r人看護学⑨0医学書院
ÿ統看護学講座0専門分野II0血液・造血器0r人看護学④0医学書院
看護学生スタ÷³¼´ù0w林社

評価
ý法

予習²しv授業{参加する
講義²通しv学び²深±1看護{役立つ知識²身{付qる
周囲の学生の勉学の妨r²しzい

女g生ÿ器030点
血液・造血器050点
骨髄移m010点
化学療法010点

科目目標 が³²ãう対象の生}・生活への支障・影響²理ëし1÷状の}過x1対象xその家族{必要z看護²理ëする

担当者

30

1

2年全期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

r人看護援助論IV

å置 敦子/榮 琴恵/外部講師

科目]
看護師xしv勤務した}験²²x{講義²行う2

講義

骨髄移m・�細胞移mwの看護e 講義

化学療法²受qるã者の看護d 講義

講義

筆記試験

講義
1）女g生ÿ器疾ã²²つã者の}過・動向x看護
2）女g生ÿ器÷状{対する看護
3）女g生ÿ器検査²受qるã者の看護

1

2 女g生ÿ器疾ãの検査・治療²受qるã者の看護 1）ホルモン療法02）�射線療法03）手Û 講義

4 女g生ÿ器疾ã²²つã者の看護01）骨盤腔内疾ã02）�房疾ã 講義

5

1）血液・造血器のë剖生理学
2）血液・造血器疾ã²²つã者の}過・動向x看護
3）血液・造血器÷状{対する看護

講義

6 血液・造血器検査・治療²受qるã者の看護1）骨髄穿刺02）輸血療法

学習内容 ý法

3 女g生ÿ器疾ã²²つã者の看護01）子宮疾ã02）卵巣疾ã03）卵管疾ã 講義

講義

7 血液・造血器疾ã²²つã者の看護01）貧血 講義

8 血液・造血器疾ã²²つã者の看護01）û血g疾ã02）造血器腫瘍 講義

9 急g骨髄g白血病ã者の完ë導u期の看護 講義

10 急g骨髄g白血病ã者の完ë導u療法開始1週間目の事例検討 講義



Þ数

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
の注意

事前学習を`¹z出席しvしs{º授業{参加y»こx

ÿ統看護学講座専門分野0老~看護学0/0医学書院

予習û復習をしv講義{臨むこx
確認テストを行う

終講試験1講義k度
評価
方法

科目目標

老~看護学の概ÿ及び対象{tいv理ëし1老~看護の役割を理ëy»
1ÿ老いを生}»高齢者{tいv考え1発達課題を述べ»こx|w}»
2ÿ高齢者の身体的1心理的1社_的1スピúチュアû的側面の特徴を理ëy»
3ÿ高齢者の保健û医療û福祉施策{tいv理ëy»
4ÿ老~看護の概ÿx歴史1理論的背景{tいv理ëy»

担当者

15

1

1~後期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

老~看護学概論

榮 琴恵

科目名
看護師xしv勤務した}験をもx{講義を行う2

4 超高齢社_x社_保障e 高齢社_{zけ»保健医療福祉の動向 講義

2 老~期を生}»人々の理ë 講義

3 超高齢社_x社_保障d 高齢者{関y»統計 講義

方法学習内容

講義老い»xいうこx1老いを生}»xいうこx1

5 超高齢社_x社_保障f 高齢者の権利擁護 講義

6 老~看護のzºたち 講義

7 老~看護{zけ»理論û概ÿの活用 講義1GW

8 終講試験 筆記試験



Þ数

備考

15

11

12 高齢者の生活機能を整え»看護i 高齢者xのコÿュニケーション1

高齢者の生活機能を整え»看護j 高齢者xのコÿュニケーション2û»クシュ²úö³

14 高齢者の生活機能を整え»看護k 社_参加û高齢者学習

13

高齢者の生活機能を整え»看護h 排泄û清潔û生活úºĀ

öキ¹ø
参考書
zy

受講上
の注意

Ï前学習を`¹z出席してしs{º授業{参加y»こx

ÿ統看護学講座専門分野0老年看護学0/0医学書院
ÿ統看護学講座専門分野0老年看護0病kû疾患論0/0医学書院
生活機能{¹�た0老年0老年看護過程0/0医学書院

予習û復習をして講義{臨�こx
確認ö¹øを行う

終講試験1講義ûＧＷû演習k度
評価
方法

科目目標

高齢者の健康問題を全体的{捉え1高齢者{特有z健康障害x看護{tいて理ëy»2
1ÿ高齢者のヘû¹²»¹āンø{tいて理ëy»
2ÿ高齢者の生活機能を整え»看護{tいて理ëy»
3ÿ高齢者xのコÿュニケーションの特徴を理ëy»
4ÿ高齢者の生活û療養の場{zけ»看護{tいて理ëy»

担当者

30

1

2年前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

老年看護援助論Ⅰ

日置 敦子

科目名
看護師xして勤務した}験をもx{講義を行う2

講義

終講試験

講義û演習

講義

講義

方法学習内容

3 高齢者のヘû¹²»¹āンø 身体の加齢変Wx²»¹āンød 講義

講義û演習高齢者疑�体験(校内Ā1

2 高齢者疑�体験(校内Ā 演習

4 高齢者のヘû¹²»¹āンø 身体の加齢変Wx²»¹āンøe 講義

5 高齢者のヘû¹²»¹āンø 身体の加齢変Wx²»¹āンøf 講義

6 高齢者の生活機能を整え»看護d 基本動作x環境ûバー»û´ン÷ック¹ûFIMzy 講義

7 高齢者の生活機能を整え»看護e 転倒û  廃用症候群 講義ûGW

10 生活û療養の場{zけ»看護ÿ外部講師Ā 講義

8 高齢者の生活機能を整え»看護f 食Ïû食生活 講義

9 高齢者の生活機能を整え»看護g 摂食û嚥Oÿ外部講師Ā 講義



Þ数

備考

テキ¹ト
参考書
zy

受講上
の注意

事前学習²`¹z出席してしsかº授業{参加y»こx

ÿ統看護学講座専門分野0老~看護学0/0医学書院
ÿ統看護学講座専門分野0老~看護0病kû疾ã論0/0医学書院
生活機ýか¹�た0老~0老~看護過程0/0医学書院

予習û復習²して講義{臨�こx
確認テ¹ト²行う

üýート
講義ûＧＷû�習k度
終講試験

評価
方法

方法

科目目標

高齢者特有の症状û疾ãû治療{tいて学び1高齢者看護の実践者xして看護の役割²理ëy»
1ÿ高齢者{特有z症状x看護{tいて理ëy»
2ÿ治療²必要xy»高齢者の看護{tいて理ëy»
3ÿ高齢者のú¹クþネ¸メント{tいて学ぶ

担当者

30

1

2~後期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

老~看護援助論Ⅱ

川原 祥乃

科目]
看護師xして勤務した}験²もx{講義²行う2

学習内容

講義症候のアセ¹メントx看護d 1)発ñ2)痛�3)瘙痒(かゆ�)1

2 症候のアセ¹メントx看護e 1)脱水2)嘔吐3)浮腫 講義

3 症候のアセ¹メントx看護f 1)倦`�2)褥瘡 講義

4 ¯体疾ãのあ»高齢者の看護d 1)³卒中2)心不全 講義

5 ¯体疾ãのあ»高齢者の看護e 1)慢g閉塞g肺疾ã2)肺þ3)インフûエン¶ 講義

6 ¯体疾ãのあ»高齢者の看護f パーキンソン病
講義
GW

7 ¯体疾ãのあ»高齢者の看護g 1)骨粗鬆症2)骨折 講義

8 認知機ý障害のあ»高齢者の看護d 1)うt 2){³妄
講義
GW

9 認知機ý障害のあ»高齢者の看護e 認知症µýーター養r講座講義 講義

10 認知機ý障害のあ»高齢者の看護f 認知症
講義
GW

講義
GW

12 治療²必要xy»高齢者の看護d úハビúテー·ョン²受け»高齢者の看護
講義
�習

治療²必要xy»高齢者の看護e úハビúテー·ョン²受け»高齢者の看護
講義
�習

11 治療²必要xy»高齢者の看護d 1)º察û検査²受け»高齢者の看護2)入院3)行動制限

13

講義

15 終講試験

14 高齢者のú¹クþネ¸メント1)医療安全2)u}ue3)災害



Þ数

備考

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
の注意

ë剖生理学1õ態生理学の復習²しておくこx

ÿ統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[1] 小児臨床看護学概論0小児臨床看護総論/医学書院
ÿ統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[2] 小児臨床看護各論/医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù/照林社
小児看護実習ク´ックノーø/照林社

事前学習{取º組み1授業{参加す»こx
講義²通して学び²深±1看護{役立t知識²獲得す»

演習レポーø5点＋平~点5点
終講試験90点 合計100点

評価
方法

科目目標

小児の成長発達や養護{tいて学び1看護の役割²理ëす»
ÿÿ子y²x家族の概況²知º1小児看護の役割x課題²理ëす»
Āÿ各期の子y²の特徴x成長û発達{tいて学ぶ
āÿ家族の特徴x²セ¹メンø{tいて学ぶ

担当者

15

1

1~後期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

小児看護学概論

四俣 芳子

科目名
看護師xして勤務した}験²²x{講義²行う2

方法学習内容

3
小児看護{おけ»倫理
1ÿ子y²の権利02ÿ子y²の成長発達x評価

講義

講義
演習

子y²sて1y³z´メー¸？子y²の´メー¸²ïく1

2
小児看護の特徴x理ÿ
ÿÿ小児看護の目標x役割02ÿ小児x家族の諸統計03ÿ小児看護の変遷

講義

4
新生児
ÿÿ新生児の形態的特徴02ÿ身体生理の特徴(呼|û循環û体温û消化器)

講義
演習

5
乳児
1ÿ形態的û身体生理の特徴02ÿ感覚û運動ûコミュニケー·ョン機能03ÿ乳児の養育Ûび看護

講義
演習

8 終講試験

6
幼児
1ÿ形態的û身体生理の特徴02ÿ感覚û運動ûコミュニケー·ョン機能03ÿ幼児の養育Ûび看護

講義

7
学童û思春期û青~期の子y²
1ÿ形態的û身体生理の特徴02ÿ知的ûå緒的û社_機能

講義



Þ数

備考

11

12
子y�{¸く見¹¼»÷状xそ~看護0Àループtx{12÷状(発ñ・脱水・腹ÿ・痙攣・·ョッ¿・喘息・心不全・チ²ノー¼・易�染・û血・血尿・浮腫)を
協同学習す»

15

13

�染÷{罹ãwた子y�~事例{¹~²»¹メンøx看護

14

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
~注意

ë剖生理学1õ態生理学~復習をwvzくsx

ÿ統看護学講座 専門分野b 小児看護学[1] 小児臨床看護学概論0小児臨床看護総論/医学書院
ÿ統看護学講座 専門分野b 小児看護学[2] 小児臨床看護各論/医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù/w林社
小児看護実習¿´ッ¿ノーø/w林社

ß価
方法

事前学習(ワー¿·ーø){取º組�1授業{参加す»sx
講義を�wv学びを深�1看護{役立t知識を獲得す»

TBL10点＋終講試験90点~00合計100点

科目目標
新生児期・乳児期・幼児前期~子y�特有~疾ã1そ~疾ã~看護を資料~}過{ÿsv学ぶ2
~た1u~v~z状況{あ»小児xそ~家族へ~看護{tいv�学ぶ2
u¹{1治療・検査・処置を受け»小児~看護w�1コミュニÁー·ョンを含�看護技Ûや臨床判断zy1小児看護~¸º実践的z能力を習得す»

担当者

30

1

2~前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

小児看護÷助論a

四俣 芳子

科目名
看護師xwv勤務wた}験を�x{講義を行う2

講義

終講試験Ûび総括

協同学習

12÷状(発ñ・脱水・腹ÿ・痙攣・·ョッ¿・喘息・心不全・チ²ノー¼・易�染・û血・血尿・浮腫){tいv~Àループ発è 協同学習

新生児期・乳幼児期・幼児前期~子y�~特有~疾ãx看護~~x� TBL

学習内容 方法

3
先天異常を�t子y�x家族~看護
家族~理ëx受容過程xÁ²

講義

�習子y�~視界を体験w¸う！(チャ´ルùビ¸ョン作成)1

2 事故・外傷時~対処・処置x看護 講義

4
ï記や障害{対す»子y�x家族~反応z¸び看護
障害~あ»子y�~発達~特徴

講義

5 消化器疾ãを�t子y�x家族~看護 講義

6 消化器疾ãを�t子y�~事例{¹~²»¹メンøx看護 講義

7 呼|器疾ãを�t子y�x家族~看護 講義

10 �染÷{罹ãwた子y�x家族~看護 講義

8 循環器疾ãを�t子y�x家族~看護 講義

9 循環器疾ãを�t子y�~事例{¹~²»¹メンø看護 講義



回数

備考

13

11

12

14 幼児期後期・学童期・思春期・青年期~子y²特有~疾患x看護~まx±

15 終講試験及び総括

災害時~子y²x家族~看護
被災w~環境x心身へ~影響・災害時~在宅看護

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
~注意

ÿ統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[1] 小児臨床看護学概論0小児臨床看護総論/医学書院
ÿ統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学[2] 小児臨床看護各論/医学書院
看護学生¹タ÷³¼´ù/照林社
小児看護実習¿´ッ¿þーø/照林社

講義を通wv学びを深±1看護{役立t÷識を獲得す» TBL15点＋平常点5点＋終講試験80点0合計100点
評価
方法

講義

子y²~看護{必要z技術(計測1Ā´タûサ´ン測定1フ³¸»û²セ¹āンø1検査時~介助)

子y²~看護{必要z技術(ÿ´Āúッ¿法1ＰＢＬＳ1臀部浴)

�習

科目目標
幼児後期・学童期・思春期・青年期~子y²特有~疾患1そ~疾患~看護を資料~}過{ÿsv学ぶ2
また1uまvまz状況{あ»小児xそ~家族へ~看護{tいv²学ぶ2
u¹{1治療・検査・処置を受け»小児~看護w�1コÿュニケー·ョンを含°看護技術や臨床判断zy1小児看護~¸º実践的z能力を習得す»

担当�

30

1

2年後期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

小児看護÷助論Ⅱ

四俣 芳子

科目名
看護師xwv勤務wた}験を²x{講義を行う2

�習

TBL

講義小児外来øú²ー¸~定義・方法{tいv~事例を通wv~臨床判断~実際~1

2
被虐待児x家族へ~看護
虐待~影響・虐待を受けた子y²へ~包括的ケ²

講義

4 血液・造血器疾患・悪性新生物{罹患wた子y²x家族~看護 講義

5 腎・泌尿器z¸び生殖器疾患を²t子y²x家族~看護 講義

6 腎・泌尿器z¸び生殖器疾患を²t子y²~事例{¹~²セ¹āンøx看護

方法学習内容

3 代�性・内分泌・²üû¾ー性疾患を²t子y²x家族~看護 講義

講義

7
神}疾患を²t子y²x家族~看護
在宅療養{zけ»小児看護~特徴及び看護

講義

8 運動器疾患を²t子y²x家族~看護 講義

9 皮膚・眼・耳鼻咽喉疾患を²sた子y²x家族~看護 講義

10 精神疾患を²sた子y²x家族~看護 講義



Þ数

備考

ö½¹ø
Ó考書
zy

受講上
~注意

母g看護{�1様々z関係法規・衛生×向|存在しvzº1日頃¸º社_情勢{興味・関心をcつ習慣を身{付け»¸うす»

ÿö½¹øÿÿ統看護学講座 専門分野Ⅱ 母g看護学0１1母g看護学概論／医学書院
000000看護学生¹¿÷³¼´ù0照林社
ÿÓ考書ÿ0母g看護学d0概論・ú÷ロÀ¿ö³öøû¹x看護/úー·ンÀÀùõ³»
000000ウ³ñンºøû¹úー·ンÀ概論 女g~健康x看護 ／ÿĀÿĀＥĀĀＥ0ÿĀＲĀÿＡāＡ
000000助産学講座0w域母子保健・ÿ際母子保健/医学書院
000000第2巻0女g~健康xÁ²/日本看護協_û版_
000000財団法人母子衛生研究_1母子保健~�z»統計ÿ令和4~度Ā／公益財団法人母子衛生研究_
000000安斎正郷0ÿ民健康・栄養~現状／令和元~0厚生労Ý省ÿ民健康・栄養調査報^¸º0第一û版
000000岡村ß博編集0こ¼z¹わ{»産科学0学生{¹研ï医まwをøー¿ûサポーø／南}堂12010
000000ÿ民衛生~×向0/厚生労Ý統計協_

評価
方法

※ë剖生理学・看護関係法規を復習す»こx|�ましい ペーパーö¹ø100点

科目目標
母g看護~基盤xz»概ÿ1母g看護~対象を×º巻く社_~変遷x現状を理ëし1女g~ù´õ¹öー¸各期{zけ»健康問題やûーºを分析す»x共{1母g看護実践{必要z÷
識・能力を養う

担当者

15

1

1~後期

f間数

単位数

f0期

実務
}験
内容

母g看護学概論

小林 麻美

科目名
看護師xしv勤務した}験をもx{講義を行う2

・母g看護~基盤xz»概ÿ
0d母g看護~歴史的変遷x現状ÿ母g看護{関す»組織x法律・
00施策等Ā
0e母g看護~対象を×º巻く環境ÿ家族1w域社_1生物学的環
00境Ā

2

・母g看護~基盤xz»概ÿ
0d»¿·óúö³0eøû¹÷ロòー·ョン0f母g看護~あº
00方0g母g看護{zけ»倫理

講義

3
・母g看護~×º巻く社_~変遷x現状ÿ母g看護~変遷1母子保
0健統計~×向Ā

講義

講義4

方法学習内容

講義
・母g看護学概論~概要
0d母g~概ÿ・定義・母g~特g1母子関係x家族発達

1

5

・母g看護~対象理ë1女g~ù´õ¹öー¸各期{zけ»看護
0dù´õサ´¿û期{zけ»女g~健康x看護0e思春期~健康
00x看護

講義

6
・女g~ù´õ¹öー¸各期{zけ»看護
0d思春期~健康x看護0egrÿ期~健康x看護

講義

7

・女g~ù´õ¹öー¸各期{zけ»看護
0d更~期~健康x看護
・ú÷ロÀ¿ö³öøû¹Á²
0d家族計画0e喫煙女g~健康x看護0fgö力を受けた女g{
00関す»看護

講義

8 ・総括及び終講試験 講義1試験



Þ数

備考

15 û終講試験

ö½スø
参考書
zy

受講上
~注意

ÿö½スøÿ0ÿ統看護学講座 専門b 母性看護学021母性看護学各論0／医学書院
0000000看護学生スタ÷³¼´ù/照林社
ÿ参考書ÿ00助産º断技Û学b000ÿ1妊娠期/医学書院
0000000助産º断技Û学b000Ā1分娩期û産褥期/医学書院
0000000助産º断技Û学b000ā1新生児期û乳幼児期/医学書院
0000000The Lateset Obstetrics Nomal Pregnast woman22nd edition
0000000最新産科学0正常編/文光堂
0000000病気|�えるvolÿ100／MEDIC MEDIA
0000000マタニö³サ´クû{zqる母子~健康x看護0／メヂ»ûフüンù社
0000000母性看護学b0周産期各論0第2版/医歯薬û版

講義前�1ö½スøを読�個人workを仕上r講義へ参加yる ペーパーöスø100点
評価
方法

講義

科目目標
1ÿ妊娠期ÿ胎児Ā{ら分娩û産褥及び新生児期~w~正常z}過を理ëw1対象~}過{応xた看護~基礎を学ぶ
2ÿ新wい家族~誕生期{zいv1様々{役割変化を遂rる家族~発達x看護を学ぶ

担当者

30

1

2年前期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

母性看護援助論a

小林 麻美

科目名
看護師xwv勤務wた}験を²x{講義を行う2

4

講義

講義

講義

講義

試験

0分娩期{zqる看護d
0分娩~要素x}過

11 4.正常{}過yる産褥期~看護03Ā母乳育児を支える看護

12

14

5
0分娩期{zqる看護e
0産婦û胎児û家族~²セスメンø

8
0新生児{zqる看護e
0新生児²セスメンø

0産褥期{zqる看護e
0褥婦~²セスメンø

0産褥期{zqる看護f
0退院後~生�{向qv~看護

û妊娠期1分娩期1新生児期1産褥期総î

13

2
0妊娠期{zqる看護e
0û妊娠期~社_的特性及び妊婦x胎児~²セスメンø

講義

3
 0妊娠期{zqる看護f
0û妊婦x家族~看護 1妊婦~保健相談~実際1«{zるた±~準備教育

講義

方法学習内容

講義
0妊娠期{zqる看護d
0û妊婦~¯体的û心理的特性û胎児~発育x}過

1

講義

6
2.分娩期{zqる看護f
  産婦x家族~看護1分娩期~看護~実際

講義

7
3.新生児期{zqる看護d
0新生児~生理

講義

講義

9
0新生児期~zqる看護f
0û生直後{ら生後24時間以内~看護1û生後{ら退院時~w~看護

講義

10
0産褥期{zqる看護d
0褥婦~¯体û心理û社_的変化

講義



Þ数

備考

ö½¹ø
参考書
zy

受講上
の注意

ÿö½¹øÿ専門Ⅱ 母性�護学021母性�護学各論0医学書ö
000000�護学学生¹タ÷³¼´ù0w林社
ÿ参考書ÿ0ÿ´ú¹ク妊産褥~û新生児ケ²0å本�護協_û版_
000000The Lateset Obstetrics Nomal Pregnast woman22nd edition
000000最新産科学0正常編/文光堂
000000病気|みえるvolÿ100MEDIC MEDIA

評価
方法

科目目標
1ÿÿ´ú¹クz状況{ある妊~û産~û褥~zよび新生児の�護{tいて理ëする
2ÿO妊xいう健康問題の¯体的û社_的側面x治療的側面を理ëし1O妊治療を受ける{~への�護{tいて学ぶ
3ÿ母性�護の倫理的問題ÿû生前º断û生殖補助医療û人工妊zo絶等Ā{tいて考察する

Āÿ産褥期{u常のある�護d育児{困難さを抱える母«への�護
0000000000000e児をzくした褥~û家族の�護
0000000000000fāンタûøû¹の問題を抱える母«への�護

教員／講義

û総括及び終講試験 試験

Āｒ／講義

4 3ÿ産褥期のu常  d子宮復古O全0e産褥期の発ñ0f産褥血栓÷0g精神障害 Āｒ／講義

5 4ÿ新生児期のu常0d新生児仮死e分娩外傷f低û生体重児g高ビúûビン血÷ Āｒ／講義

6 1ÿ妊z期{u常のある�護    dÿ´ú¹ク妊~の�護ÿ高~齢û若~1肥満û過体重増加1Ａÿā後1合併÷を有する妊~の�護Ā 教員／講義

担当者

30

1

2~後期

f間数

単位数

f0期

実務
経験
内容

母性�護援助論Ⅱ

小林 麻美/外部講師

科目名
�護師xして勤務した経験をもx{講義を行う2

ÿÿ産褥期{u常のある�護d感染÷を有する褥~の�護e�房øùöû
0000000000000f本人û健康上問題|ある褥~の�護

教員／講義

Āｒ／講義1ÿû生前º断          2 ÿO妊治療1

2 1ÿ妊z期のu常  dÿ´ú¹ク妊ze妊z期の感染÷f[胎妊zg[胎妊zh切迫流í産 i子宮外妊z Āｒ／講義

方法学習内容

3

2ÿ分娩期のu常
d産道のu常
e娩û力のu常
f胎児のu常{よる分娩障害
g胎児Þ属物のu常
h分娩fの損傷
i分娩第3期及び分娩直後のu常
j分娩fu常û血k産科処置x産科手Û

7 ĀÿHDP,切迫í産ûí産1[胎1そのÞ問題をct妊~の�護 教員/講義

8

ÿÿ分娩期{u常のある�護
du常のある産~の�護
eu常分娩を受ける産~の�護ÿＰｒｏｍû分娩遷延ú¹クûＮÿＦĀûÿ／ĀĀ
f急速遂娩を受ける産~の�護
g分娩fu常û血のある産~の�護ÿ弛緩û血û頸管裂傷û膣及び_ö血腫û_ö裂傷Ā

教員／講義

9 ÿÿ新生児期{u常のある�護0d低û生体重児の�護0e高ビúûビン血÷児の�護 教員／講義

Āｒ(40点)＋教員(60点Ā計100点

10

■新生児
01.Ā´タûサ´ン測定
02.沐浴ûß衣交換ûオĀô交換
03.抱sこûコóøへのß{せ方ûû送ûz雛巻ûＫĀ·ýó÷投与ûÿûク哺�Ï助
■妊~期
01.子宮底長計測û腹囲測定
02.üオýûù触º法
03.妊~体験ûøコチăンùûø装w
■分娩期
01.産ÿ緩和法ûþóサー¸及び圧迫法
02.分娩÷視装置Ăニター装w法
■産褥期
01.産褥体íû�管開�法û授�Ï助法

教員／技Û演習11

12

14

15

13



Þ数

科目目標 １ÿ精神看護~目的x意義を学ぶ

精神看護学概論

島 繁久

科目名
看護師xして勤務した}験を²x{講義を行う2

担当者

15

1

1年後期

時間数

単位数

時0期

実務
}験
内容

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
~注意

ë剖生理学1病態生理学~復習をしておくこx

ÿ統看護学講座(専門分野Ⅱ 精神看護~基礎0精神看護学講座ÿ1ÿ 医学書院)

事前学習ÿワークシートĀ{取º組�1授業{参加す»こx
講義を通して学びを深±1看護{役立つ知識を身{付け»

評価
方法

授業へ~参加度1レポート1筆記試験1出席状況

方法学習内容

講義 社_環境~変化x社_病理{ついてû精神看護x�1精神看護学~考え方û精神~健康x障害1

2 人間~心~�た¹き 講義

3 心~しく�x人格~発達 講義

4 危機Ï入xストレス理論 講義

5 関係~中~個人 講義

8 ~x±x終講試験 講義

6 社_~中~精神障害 講義

7 精神障害x制度 講義



Þ数

備考

öキスø
参考書
zy

受講上
の注意

11

12

15

13

14

ë剖生理学1病態生理学の復習をwてzくこx

ÿ統看護学講座0(専門分野b 精神看護の基礎0精神看護学ÿ1ÿ1 専門分野b 精神看護の展開 精神看護学ÿ2ÿĀ/ 医学書院
国民衛生の動向
úーシンÀÀùフ³カ(情緒発達x看護の基本1生�障害x看護のßý)/ メ÷³カû版
自己理ëû 他者理ëを深±»プýセスüコーù
新体ÿ看護学全書0(精神看護学d精神看護学概論0精神保健1精神看護学e精神障害をcつ人の看護)

入院治療x看護の展開0f 気分障害0ÿ双極g障害0抑うつ0g 神}症g障害 講義

入院治療x看護の展開0h 精神作用物î{¸»障害0i 発達障害 0j fß障害
k パーソúúö³障害

講義

精神科{zけ»身体のÁ²0身体{現¼»心のÿ�0精神科の治療x身体のÁ²
日頃{¹気をつけてzきたい身体合併症

講義

ß価
方法

事前学習ÿワー¿シーøĀ{取º組�1授業{参加す»こx
講義を�wて学びを深±1看護{役立つ知Ûを身{付け»

終講試験60%1演習û発èûû席状況40%

科目目標 1 ÿ患者–看護師関係r立発展{ついて学ぶ

担当者

30

1

2年前期

f間数

単位数

f0期

ß務
}験
内容

精神看護援助論a

島 繁久

科目名
看護師xwて勤務wた}験を²x{講義を行う2

学習内容

3  患者–看護師関係の発展過程{ついて 講義

4 ペプýウの人間関係論0患者ー看護師関係のĂつの側面0看護の役割 講義

講義00000演習
精神看護{zけ»コミュûÁーション技Û{ついて
ÿĀ患者xのçï場面{zいての言葉のøび方

1

2 精神看護{zけ»コミュûÁーション技Û{ついて 講義00000演習

方法

5
プýセスüコーùx再構r
ÿĀプýセスüコーù{ついて0ĀĀプýセスüコーùの書_の意味

講義

6 プýセスüコーùx再構r0āĀプýセスüコーùのß際 講義

7 入院治療x看護の展開0ÿĀ入院の意味0ĀĀ治療の環境 講義

8 入院治療x看護の展開0āĀ安全0ĂĀ緊急事態の対処 講義

入院治療x看護の展開0e 統合失調症 講義

総î及び終講試験

9 入院治療x看護の展開0ăĀÞ復{向けた援助 講義

10 入院治療x看護の展開0d u~v~z精神症状 講義



Þ数

11

12

14

15

13

精神看護援助論Ⅱ

島 繁久

科目名
看護師xしv勤務した}験を²x{講義を行う2

ë剖生理学1病態生理学~復習をしvzくこx

ÿ統看護学講座0(専門分野Ⅱ 精神看護~基礎0精神看護学ÿ1ÿ1 専門分野Ⅱ 精神看護~展開 精神看護学ÿ2ÿĀ/ 医学書院
国民衛生~×向
úーシンÀÀùフ³カ(情緒発達x看護~基本1生活障害x看護~実践)/ メ÷³カû版
自己理ë・ 他者理ëを深±»÷ýセスüコーù
新体ÿ看護学全書0(精神看護学d精神看護学概論0精神保健1精神看護学e精神障害をcつ人~看護)

看護{zけ»�情労Ýx看護師~メン¿ûøûス0看護師~�情ワー¿0�情労Ý~代_

終講試験

ß価
方法

事前学習ÿワー¿シーøĀ{取º組み1授業{参加す»こx
講義を�しv学びを深±1看護{役立つ÷識を身{付け»

終講試験60%1発è・üポーø・û席状況40%

講義

備考

öキスø
参考書
zy

受講上
~注意

担当者

30

1

2年後期

f間数

単位数

f0期

実務
}験
内容

6 精神科{zけ»身体~Á²0 身体{現¼»心~ÿみ0 精神科~治療x身体~Á² 講義

科目目標
1. w域精神保健活×~目標1精神障|い者~úハビúöーション1w域精神保健{関す»制度x施設を理ëす»
2. 身体疾ã{伴う精神症状~看護を理ëす»
3. úエ¾ン精神医学・úエ¾ン精神看護を理ëす»

4 w域{zけ»精神看護 x�0 w域w精神障害者を支援す»た±~方法 講義

5 w域{zけ»精神看護 x�0w域w~看護~実際 講義

方法学習内容

3 w域{zけ»精神看護 x�0 ã者~生活を支え»制度 講義

講義w域{zけ»精神看護 x�1

2 w域{zけ»精神看護 x�0 ã者|w域w生活す»た±~原則 講義

7 精神科{zけ»身体~Á²0 日頃{¹気をつけvz}たい身体合併症 講義

8 身体疾ãx精神看護{ついv0HIV�染症・透析・腎移植・手Û後・身体損÷x精神症状 講義

9 災害f~メン¿ûøûスx看護 講義

10 úエ¾ン精神看護~目標x機能  ・úエ¾ン精神看護師~役割 講義

コミュûö´{zけ»精神保健・精神看護0ÿĀ学校{zけ»精神保健・精神看護 講義

コミュûö´{zけ»精神保健・精神看護0ĀĀ職場{zけ»精神保健・精神看護 講義

講義看護{zけ»�情労Ýx看護師~メン¿ûøûス0�情労Ýxしv~看護



Þ数

11

12 保健医療を×º巻くú条件

15

13

国際看護の概ÿû異文化x看護

14

備考

テキ¹ト
参考書
zy

受�上
の注意

事前学習を`¹z出席しvしs{º授業û演習{参加y»こx

看護学生テキ¹ト0統合xß践0災害看護0寄º添う1tz|»1備え»/学|
看護学生テキ¹ト0統合xß践0国際看護0言葉û文化をこえた看護の本îを体現y»/学|

評価
方法

予習をしv授業û演習{参加y»
復習をしv授業û演習{臨�

筆記試験
授業û演習k度

科目目標

ÿ災害看護ÿ
1ÿ災害直後{¹支援w}»看護の基礎知識{tいv理ëw}»
2ÿ人間の生}x生�をÛ»こx|w}»¸う統合的z看護を展望w}»
ÿ国際看護ÿ
1ÿú外国の健康問題xそ¼{対y»看護�動のß際{tいv理ëw}»
2ÿ日本{zけ»国際看護協力の歴史x現状{tいv理ëw}»
3ÿ全世界の人々の健康問題{対y»看護の®�を考え»こx|w}»

担当者

30

1

3~後期

時間数

単位数

時0期

ß務
経験
内容

災害û国際看護

有川 ゆ{º/米田 智美

科目]
看護師xしv1災害派遣やDMAT隊員1国際医療�動{携わsた経
験をもx{�義を行う2

�義

開発途上国{�»保健医療·¹テĀx看護
総î及び終�試験

�義

国際協力のしく�x看護の役割 �義

国際協力x看護�動のß際 �義

�義1筆記試験

学習内容 方法

3 トúアー¸{tいv �義

�義
災害看護の基礎知識
1Ā災害時要請者への理ëxネットワークの重要性0d災害の定義
e災害サイクûxuû�動0f鹿児島{zけ»防災対策

1

2
_動期ÿ超e性期ûe性期Ā{zけ»看護�動
du護�動の基本ÿCSCATTTĀ

�義

4
e性期û亜e性期{zけ»看護�動
1Ā避難b{zけ»看護�動02Ā災害時要援護者の理ëx対応

�義

5
被災者の心理û援û者の心理への理ëx援û
1Ā被災者のここ½のケア1uû者のここ½のケア

�義1ýーûプüイ

6
亜e性期û復旧復興期の看護�動
1Ā災害時{zけ»保健û衛星管理û感染対策

�義

7 u援bwの応ek当ÿ包帯法û運搬法Ā 演習

10 総î及び終�試験 �義1筆記試験

8 災害時·ュÿüー·ョンÿ避難b{zけ»u護�動のß際Ā 演習

9 災害時·ュÿüー·ョンの振º返º �義



回数

{療安全

川原 祥乃

科目名
看ÿ師xしv勤務した経験を�x{講義を行う2

備考

öキ¹ø
参考書
zy

受講上
~注意

事前学習を`¹zû席しvしっ{º授業{参加y»こx

öキ¹øÿúー·ンÀûÀùõ³カ0看ÿ~統合xß践②0{療安全/ñ÷³カû版
参考書ÿúー¹~た�~危険予知øüーûンÀ

予習をしv授業ûÀûー÷ワー¿{参加y»
復習をしv授業ûÀûー÷ワー¿{臨�

筆�試験
授業û演習k度

評価
方法

11

14 看ÿ学生~ß習x安全

担当者

30

1

3~全期

時間数

単位数

時0期

ß務
経験
内容

方法

科目目標 {療·¹öð~中~危険要因を知º1日~生�~援助û診療~補助技Û{zけ»事故防止~た�~知識û技Ûを習得y»

13

学習内容

講義
{療安全x看ÿ~理ÿ
1Ā{療安全~意味x重要g02Ā看ÿ職~法的�定x{療安全

1

2

{療安全へ~取º組�x{療~î~評価
1Āÿ~{療安全へ~取º組�02Ā看ÿ職能団体~取º組�
3Āÿz¸び{療関係団体~示y{療事故~定義x分類
4Ā{療安全管理者ÿ{療安全~中心的役割Ā

講義

3

5Ā{療事故へ~対応
6Ā{療事故~被害者ÿã者Āû家族~思い{寄º添ったÁ²
7Ā{療事故~報^制度08Ā{療~î~評価

講義

4
事故発生~ñカûºðxú¹¿マネ¸ñンø
1Ā事故発生~ñカûºð02Ā事故分析03Ā事故対策

演習

5

チーðw取º組�安全文化~醸r
1Āチーð{療~発展x課題02ĀチーðSTEPPS
3Āエビ÷ン¹{ÿuいた協働~r果

演習

6

看ÿ業務{関y»事故x安全対策
1Ā看ÿ業務x事故発生要因02Ā®薬x与薬事故ÿ分析x対策
3Āã者取ºÕえÿ®認Āÿ分析x対策04Ā針zしÿ分析x対策

講義

7
5Ā転倒転落ÿ分析x対策06Ā®嚥ÿ分析x対策
7Āú物ú残ÿ分析x対策08Ā皮膚障害ÿ分析x対策

講義

8

9Ā{療機~~øùöûÿ分析x対策010Ā検査û処置時~øùöûÿ分析x対策
11Āチューö類~øùöûÿ分析x対策
12Ā電子カûö等å報伝達時~øùöûÿ分析x対策

講義

9

�宅看ÿ{zけ»{療事故x安全対策
1Ā�宅看ÿ~現状02Ā�宅看ÿ{zけ»{療事故xそ~対応
3Ā�宅看ÿ{zけ»ú¹¿管理~現状x課題
4Ā高齢者施設1介ÿ施設等w~安全対策

講義

10

{療従事者~安全を脅{yú¹¿x対策
1Ā看ÿ職~業務上~危険x�02Ā�染~危険を伴う病原体へ~暴·
3Ā職業�染{対y»予防策04Ā{療機~û機w~�用{関わ»ú¹¿x対策

演習

演習

12 看ÿ学生~ß習x安全 Àûー÷ワー¿

看ÿ学生~ß習x安全 Àûー÷ワー¿

5Ā{療品へ~暴·06Āö働形k1作業{伴う�~
7Āã者1同僚z¸び第三者{¸»暴力

Àûー÷ワー¿

15 総î及び終講試験 筆�試験



Þ数

備考

テキ¹ト
参考書
zy

受講上
~注意

事前�習を`¹zû席しvしs{º授業{参加y»こx

テキ¹トÿÿ統看護�講座ÿ統合分野0看護管理0看護~統合xß践dĀ/医�書院

予習をしv授業{参加y»
復習をしv授業{臨�

筆記試験
授業k度

評価
方法

科目目標
1ÿ対象者{î~高いサüビ¹を提供y»た�~看護管理~基礎÷識を理ëwき»
2ÿ組~{zけ»ÁüĀ医療及び他÷種x~協Ý{tいv�び1看護組~~業務を行う一員xしv~役割や責任{tいv理ëwき»

担当者

15

1

3年前期

時間数

単O数

時0期

ß務
}験
内容

看護管理

Ow÷ ÿ美

科目名
看護師û認定看護管理者xしv~病院勤務1~た1看護�修士xし
v研究{携わsた}験を�x{講義を行う2

6

2

看護ケア~þネ¸āント
1Ā看護ケア~þネ¸āントx看護÷~機能02Ā患者~権利~尊重
3Ā安全管理04ĀÁüĀ医療05Ā看護業務~ß践ÿ日~業務þネ¸āントĀ

講義

3

看護÷~キャリアþネ¸āント
1Āキャリアxキャリア形r02Ā看護÷~キャリア形r
3Ā看護専門÷xしv~r長ÿ社_化Ā04Ā¿イĀþネ¸āント
5Ā¹トレ¹þネ¸āント

講義

þネ¸āント{必要z÷識x技Û
1Āþネ¸āントx�02Ā組~xþネ¸āント
3ĀリüÀü·ップxþネ¸āント
4Ā組~~調u
d集団0e組~文化0fコÿュニケ5·ョン0g×機uけ
hパワüxエンパワāント0iコンフリクト0j変化x変ÿ

講義

4

看護サüビ¹~þネ¸āント
1Ā看護サüビ¹~þネ¸āントÿ組~xしv看護サüビ¹をþネ¸āントy»Ā
2Ā組~目的達r~þネ¸āントÿ組~xしv~目的を達ry»た�~Ā
3Ā看護サüビ¹提供~しく�uくº04Ā人材~þネ¸āント

講義

5

5Ā施設û設備環境~þネ¸āント06Ā物品~þネ¸āント
7Āå報~þネ¸āント08Ā組~{zけ»リ¹クþネ¸āント
9Āサüビ¹~評価

講義

方法�習内容

講義

1ÿ看護部門~組~
1Ā組~02Ā病院組~{zけ»看護部門~O置uけû役割û責務
2ÿ看護xþネ¸āント
1Ā看護管理�x�02Ā看護{zけ»þネ¸āント

1

7
看護を取º巻く諸制度
1Ā看護~定義02Ā看護÷03Ā医療制度04Ā看護�策x制度

講義

8 総括及び終講試験 筆記試験



Þ数

11

12

15 看護|究発è

13

14

発è原稿x補助資料作成

看護|究発è

備考

öキスø
参考書
zy

受講上
の注意

新版0看護のた±のわ{ºやすいケーススタ÷³の進±方0öーþの決±方{¹üýーø作成û発è~w0照林社

ß価
方法

事前{|究öーþ{取º}�1授業{参加す»こx |究計画書û|究発èの総合ß価100点

科目目標 看護|究の基礎x方法を理ëす»

担当者

30

1

３~全期

時間数

単位数

時0期

ß務
経験
内容

看護|究

川原 祥乃

科目名
看護師xしv勤務した経験を²x{講義を行う2

演習

看護|究発è 発è

看護|究発è 発è

発è

発è

講義看護|究の概観1

2 看護|究{zけ»文�検索ÿ文�の種類1文�の入手先 講義

4 î的|究x量的|究{zけ»基本要}1|究プýセスの概観 講義

5 |究の概ÿÿ|究問題û|究設問x仮説 講義

6 |究の概ÿÿ文�üビュー

学習内容 方法

3 看護|究{zけ»倫理的配慮 講義

講義

7 看護|究のた±の÷ザ´ン 講義

8 |究計画書作成 演習

9 |究計画書作成 演習

10 抄録作成 演習



Þ数

OSCE

有村 {zº

科目名
看護師xwv勤務wた経験を�x{講義を行う2

備考

テキスト
参考書
zy

受講上
の注意

ë剖生理学1病態生理学の復習をwvzくこx

課題{応xた全�域のテキスト

事前学習ÿワー¿シートĀ{取º組�1授業{参加y»こx
講義・個人ワー¿・Àûープワー¿を通wv学びを深�1看護{役立t知識を身{付け»

û席５点
専門家Àûープ20点ÿ個人含�Ā
個人ÿ÷助計画üポートĀ15点
OSCE060点

評価
方法

11
看護計画{ÿsた÷助を安全・安楽・自立{配慮wた実践
ÿúフü¿ションw1看護計画{追加・修正Ā

14 OSCEÿ客観的臨床能Û試験Ā

担当者

30

1

３年前�

時間数

単位数

時0�

実務
経験
内容

方法

科目目標 事例の対象の状況{応xv1ç習wた知識を活用w1安全・安楽・自立を考慮wた看護実践能Ûを養う

学習内容

講義・個人ワー¿・
GW

OSCEの目的1具体的z進�方や評価方法1専門家Àûープの作成1担当課題決定
Àûープ学習ÿ�習の目的・目標1仲間uくº1担当課題決定x専門家Àûープ決定Ā

1

2 専門家Àûープ学習ÿ技Û{潜�因子の把握1技Ûの原則及び注意点1チェッ¿úストの作成Ā
講義・個人ワー¿・
GW

3 専門家Àûープ学習ÿ技Û{潜�因子の把握1技Ûの原則及び注意点1チェッ¿úストの作成Ā 個人ワー¿・GW

4 専門家Àûープ学習ÿ技Û{潜�因子の把握1技Ûの原則及び注意点1チェッ¿úストの作成Ā 個人ワー¿・GW

5 仲間への説明ÿ担当課題の仲間への説明1仲間{よ»対象理ë{必要z学習課題の整理Ā 個人ワー¿・GW

6 患者理ëのた�のアセスメント1必要z看護計画立案 個人ワー¿・GW

7 患者理ëのた�のアセスメント1必要z看護計画立案 個人ワー¿・GW

8 患者の状況{応xた看護計画の追加・修正 講義

9 患者の状況{応xた看護計画の追加・修正 講義

10
看護計画{ÿsた÷助を安全・安楽・自立{配慮wた実践
ÿúフü¿ションw1看護計画{追加・修正Ā

�習

�習

12
看護計画{ÿsた÷助を安全・安楽・自立{配慮wた実践
ÿúフü¿ションw1看護計画{追加・修正Ā

�習

13
看護計画{ÿsた÷助を安全・安楽・自立{配慮wた実践
ÿúフü¿ションw1看護計画{追加・修正Ā

�習

15 OSCEÿ客観的臨床能Û試験Ā



f期 1年前期 担当者

単位数 1

f間数 40

aÿ実習期間ÿ4.5日間~うち~2日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場bÿ病院ÿ外来û病棟Ā1訪問看護スöーション
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±ら¼た日fに提出す»
Āÿ実習内容
0ÿĀ1日目�病院オúエンöーションを受け1病院内を見学す»
0ĀĀ午後から病棟オúエンöーションを受け»
000d病棟wÝく看護師を見学をす»
000e入院中~患者x~コミュニケーションを図»
0āĀ2日目�外来w1_診患者~\行実習ÿ受付から会計まwĀxす»
0ĂĀ午後から�外来wÝく看護師を見学をす»

aÿ実習期間ÿ4.5日間~うち~1日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場bÿ0保健福祉施設100000000幼稚園û保²園1
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習 ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±ら¼た日fに提出す» 0ÿĀ事前課題を決±ら¼た日fに提出す»
Āÿ実習内容 Āÿ実習内容
0ÿĀ施設~オúエンöーションを受け» 0ÿĀ園~オúエンöーションを受け»
0Ā) 対象者xコミュニケーションを図» 0Ā) 子y²xコミュニケーションを図»
0āĀ÷イケア1÷イサービスを見学す» 0āĀ保²~実際を見学す»
0ĂĀ日常生活援助を見学す»

aÿ実習期間ÿ4.5日間~うち~1日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場bÿ0訪問看護スöーション1
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±ら¼た日fに提出す»
Āÿ実習内容
0ÿĀ施設オúエンöーションを受け»
0ĀĀ訪問看護~実際を見学す»

aÿ実習期間ÿ4.5日間~うち~0.5日間ÿ9:00~12:20Ā
bÿ実習方法実習まx±ÿ学び~発èĀ

訪
問
看
護
ス
ö
ー
シ
ョ
ン

学
内
実
習

実習ß価�ß価èÿûーブúックĀに基uきß価す»

実習内容

病
院

保
健
福
祉
施
設

科目名 看護を÷»実習

実習目的 対象者ÿ病気をcちwßw暮らす生活者Ā~療養環境や看護活×~実際を÷»

実務経験
内容

四俣芳子0他

看護師xしv勤務した経験を²xに講義を行う2



f� 1年後� 担当者

単位数 1

f間数 40

aÿ実習�間ÿ4日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場所ÿ病院
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前学習を決±ら¼た日f{提ûす»
0ĀĀバ´タûサ´ン測定と日~生活÷助技Ûを練習す»
Āÿ実習内容
0ÿĀ患者1人を受けct
0ĀĀ実習計画を立v1指導者û教員~指導を受けz|ら実践す»
0āĀバ´タûサ´ン測定と対í~日~生活å報を収集し1必要z日~生活÷助

000技Ûを指導者û教員~指導~²と1安全û安楽{行う
0ĂĀöーþ{ÿsた毎日~学生カンファüンスを実施し1実習最終日�
000終了カンファüンスを行う

0000※û細�1基礎看護学実習要項Ó照
āÿ実習ß価
0ÿĀ基礎看護学実習ß価è{基u}ß価を行う

aÿ実習�間ÿ病院実習終了~翌日ÿ4f間Ā

bÿ実習場所ÿ学内
cÿ実習方法

ÿÿÀûープ÷³スカッション
0ÿĀ実習記録1úフü¿ションシーø1終了üýーø1各病棟カンファüンス
000ファ´ûを²と{行う00
Āÿ各病棟Àûープごと{>看護と�?まと±~資料を作成す»
āÿ発è

実習内容

病
院

学
内

科目名 基礎看護学実習

実習目的 受けcち患者を理解し1ç習~基礎的知識û技Ûを活用しv1対í{必要z日~生活÷助~
理解を深±1看護師としv~態度を養う

松}±�え 他

実務経験
内容

看護師としv勤務した経験を²と{講
義を行う2



時期 2年後期 担当者

単位数 2

時間数 80

aÿ実習期間ÿ9日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場所ÿ病院
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±¹¼た日時{提ûy»
0ĀĀ技Û７ÿ項目を確認wz|¹技Ûを練習y»
Āÿ実習内容
0ÿĀ病院û病棟ºúエンöーション
0ĀĀ基本的z看護過程~展開を活用wv1根拠{基uいた看護を実践y»
00d患者~必要zå報を意図的{å報収集y»
00ÿ~在条件1病理的状態1÷ータベースĀ
00eå報を分析ûë釈w1基本的ûーù~充足û未充足を判別y»
00f収集wたå報~看護関連図~作r
00g看護問題を明確化y»ÿ看護診断Ā
00h期待さ¼»結果を設定y»
00i看護援助を計画立案y»
00j看護援助~実施お¸びß価
00k看護計画~見直wÿ追加û修正Ā
00l看護援助を実施w1看護目標~達rをß価y»
00m自己~看護~振º返ºxまx±
0āĀ毎日»ンõァレンスを実施w1看護~方向g~確認をy»
0ĂĀ中間»ンõァレンスû終了»ンõァレンスを行う
0ăĀúùöィöレポーøを記載w1実習終了後~学内w報告_発è
0000※û細�1看護過程実習要項Ó照
āÿ実習ß価
0ÿĀ看護過程実習ß価è{基u}ß価を行う

実習内容

病
院

科目名 看護過程実習

実習目的 健康障害~あ»対íを総合的{把握w1対í{応xた看護過程を用いv1科学的根拠{基u
いた看護~実践|w}»能力を養う

松}±�え 他

実務経験
内容

看護師xwv勤務wた経験を²x{講
義を行う2



f期 3~全期 担当者

単位数 2

f間数 80

Þ数

0

訪問看護Āﾃｰÿｮﾝÿ40f間Ā居宅Ï護支÷事業所(20f間Ā長寿あ³し³相談āﾝﾀｰÿ10f間Ā地
域の社_資源ÿ6f間Ā学内~x�(4f間)
01. 施設の概要お¸s地域の特gzy{関す»施設ºúエンöーション
      1)実習施設の概要ÿ設置主体お¸s組~1施設の特徴1活×理ÿ1÷員構rzy
      2)管轄地域の特徴や地域{存在す»社_資源1連携機関1支÷組~zy
0   3){用者の概要ÿ{用者数1訪問看護{用の保険種類別1~齢1要Ï護度1主要疾患
0000000000医療の状況1世帯お¸sÏ護者の状況zy
0   4)主z看護ケ²内容
      5)看護記³zyの種類x閲¯方法
0   6)そのÞ1実習中の施設{用のûーûお¸s訪問fのマナーzy
0
02. 訪問看護師zyxの\行訪問
0   1)1日Ā～ā事例の訪問
      2)所内wの情報整理û分析{充当す»f間²ct
0   3)受けcち療養者へのýÿ訪問
      4)複数ケースへの訪問²通しv1個別gx[様g²理ë

03. 担当者_議1退院前訪問zyの[÷種xの連携û協Ý場面への参ò
0
   4. セùôスøの配置や1関連す»事業所|併設さ¼vい»実習施設{おいv1ÿ能wあ
¼ば1各関連÷種の活×や1看護の連携{tいv学ぶ

   5. ÿ能z限º毎日»ンõ±üンス²行い1学生|体験した学習内容の共有x1疑問点や
öーマ{ÿsた÷³ス»ッション²通しv学s²深�»場xす»
 

内00容

科目名 地域û在宅看護Þ実習

科目目標

対象ÿ療養者x家ïĀ|<生}た人=wあº1環境�考え方や生}方その�の�1一人rx
º異zº1健康状態の変×x\様{心理状態や考え方�揺¹~1悩�1変化す»�のwあ»
こx²学ぶ
ÿÿ<生活の場=²理ëし1人x人|支えあう仕組�{tいv学ぶ
Āÿ医療的管理²要す»療養者{tいv1個別gx[様g{焦点²あv1暮¹しの場w実践
さ¼vい»看護{tいv学ぶ
āÿ個々のケース|有す»課題のë決{�けv1個々のケース毎{編rさ¼た支÷チームの
rº立ちx1専門÷チームの中wの看護の役割{tいv学ぶ

川原祥乃Þ
実務}験

内容
看護師xしv勤務した}験²�x{講
義²行う2



f期 3年全期 担当者
単位数 3

f間数 120

aÿ実習期間ÿ12日間ÿ8ÿ00～15ÿ45Ā病棟10日間1他部門2日間他
bÿ実習場bÿ各病院機関
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を~±¹¼�日f{提ûy»
0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認wz|¹技Ûを練習y»
0āĀ実習要項をÿ読wvz�
Āÿ実習内容
0ÿĀ実習病棟~特徴を事前{把握wvz�
0ĀĀ実習_日{臨床指導者¸º病棟ºú¸ンテーションを受�»
0āĀ病棟師長ま��臨床指導者¸º受�c�患者紹介をう�»
0ĂĀ受�c�患者{挨拶をw1コÿュニÁーション|¹Āーº{
000図¼»¸う{y»
0ăĀ情報収集�1»ûテ��w�z�患者本人x~コÿュニÁーションを
000通w得¹¼»¸う関わºを²t
   ĄĀ実習中�毎日日々~行動記録を具体的{記�w指導者{助言を仰�
0   0指導後�速や{{追加û修正を行い1Ý度1助言を仰�ÿ発èĀ
0ąĀ日々~行動記録{そsv看護援助を実施y»
000実施~�{�1²»¹āント後計画立案を行い指導û助言後1実施y»
0ĆĀ実施後�必z指導者x振º返ºを行い1今後~看護援助{活{y
0ćĀ実習中�1指導者x報告û連絡û相談を行い1指導を仰~z|¹
000主体的{積極的{実施y»
010Ā実習終了f�11日~看護援助や患者x~関わº{tいv振º返º1
000ま�1目標達r{tいv具体的{簡�{報告y»
011Ā実習記録用紙�別途提示y»ÿ実習要項参照Ā
000必要f各自w印刷y»
012Ā実習記録�õ±´û{綴º整理w紛失wzい¸う留意y»
000ま�1患者~病室1コンビニ等w閲覧wzい
000āĂ帳{関wv�必zõッ¿付}~チ·ーンま��紐を通y
013Ā学生»ンõ±üン¹�病棟実習終了後130分テーþ設定を行い実施y»
000中間ûg終»ンõ±üン¹�指導者x日程調整を行い指定場bw実施y»
014Ā指導者¸º記録物やüýート提ûを求±¹¼�¹1必z1期日を�守y»
015Ā実習進度{tいv�1実習要領を確認y»

aÿ実習期間ÿ病院実習前後ÿĀf間
bÿ実習場bÿ学内実習室
cÿ実習方法

ÿÿ実習前シÿュüーション実習
0ÿĀシÿュüーターwバ´タûサ´ン測定|正確{w}»¸う
000タ¹¿トüーニンÀを実施y»
0ĀĀ発達段階{応x�コÿニュÁーションを練習y»
Āÿ実習後シÿュüーション実習
0ÿĀ受�c�患者~事例を²x{1バ´タûサ´ン測定1検査û÷置~
000準備{¹実施1片付�まw一連~流¼w実施y»

科目名 ¿úテ³»ûÁ² 実習 

実習目的
急g期{あ»患者~特徴を理解w1健康段階û発達段階{応x�看護援助を実施w1ß価y
»こx|w}»

椎木美絵0他
実務経
験内容

看護師xwv勤務w�経験を²x{講義を行
う2

シ
ÿ
õ
ü
ー
シ
÷
ン
実
習

実習ß価�r人看護学実習ß価èÿûーöúッ¿Ā{基u}ß価y»

実習内容

病
 

院



f期 3年全期 担当者

単位数 2

f間数 80

aÿ実習期間ÿ8日間ÿ8ÿ00～15ÿ45Ā病棟7日間1他部門1日間
bÿ実習場bÿ各病院機関
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を~±¹¼�日f{提ûy»
0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認wz|¹技Ûを練習y»
0āĀ実習要項をÿ読wvz�
Āÿ実習内容
0ÿĀ実習病棟~特徴を事前{把握wvz�
0ĀĀ実習_日{臨床指導者¸º病棟ºú¸ンテーションを受�»
0āĀ病棟師長ま��臨床指導者¸º受�c�患者紹介をう�»
0ĂĀ受�c�患者{挨拶をw1コÿュニÁーション|¹Āーº{
000図¼»¸う{y»
0ăĀ情報収集�1»ûテ��w�z�患者本人x~コÿュニÁーションを
000通w得¹¼»¸う関わºを²t
   ĄĀ実習中�毎日日々~行動記録を具体的{記�w指導者{助言を仰�
0   0指導後�速や{{追加û修正を行い1Ý度1助言を仰�ÿ発èĀ
0ąĀ日々~行動記録{そsv看護援助を実施y»
000実施~�{�1²»¹āント後計画立案を行い指導û助言後1実施y»
0ĆĀ実施後�必z指導者x振º返ºを行い1今後~看護援助{活{y
0ćĀ実習中�1指導者x報告û連絡û相談を行い1指導を仰~z|¹
000主体的{積極的{実施y»
010Ā実習終了f�11日~看護援助や患者x~関わº{tいv振º返º1
000ま�1目標達r{tいv具体的{簡�{報告y»
011Ā実習記録用紙�別途提示y»ÿ実習要項参照Ā
000必要f各自w印刷y»
012Ā実習記録�õ±イû{綴º整理w紛失wzい¸う留意y»
000ま�1患者~病室1コンビニ等w閲覧wzい
000āĂ帳{関wv�必zõッ¿付}~チ·ーンま��紐を通y
013Ā学生»ンõ±üン¹�病棟実習終了後130分テーþ設定を行い実施y»
000中間ûg終»ンõ±üン¹�指導者x日程調整を行い指定場bw実施y»
014Ā指導者¸º記録物やüýート提ûを求±¹¼�¹1必z1期日を�守y»
015Ā実習進度{tいv�1実習要領を確認y»

aÿ実習期間ÿ病院実習前後8f間
bÿ実習場bÿ学内実習室
cÿ実習方法

ÿÿ実習前シÿュüーション実習
0ÿĀシÿュüーターwバイタûサイン測定|正確{w}»¸う
000タ¹¿トüーニンÀを実施y»
0ĀĀ発達段階{応x�コÿニュÁーションを練習y»
Āÿ実習後シÿュüーション実習
0ÿĀ受�c�患者~事例を²x{1バイタûサイン測定1検査û÷置~
000準備{¹実施1片付�まw一連~流¼w実施y»

シ
ÿ
õ
ü
ー
シ
÷
ン
実
習

実習ß価�r人看護学実習ß価èÿûーöúッ¿Ā{基u}ß価y»

実習内容

病
院

科目名 »ûõÁ²実習

実習目的
Þ復期û慢g期û終末期{あ»患者~特徴を理ëw1健康段階û発達段階{応x�看護援助
を実施w1ß価y»こx|w}»

椎木美絵0他
実務経
験内容

看護師xwv勤務w�経験を²x
{講義を行う2



f期 2年後期 担当者

単位数 2

f間数 80

実習ß価�老年看護学実習ß価èÿûーöúックĀ{基u}ß価y»

0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認wz|ら技Ûを練習y»

0āĀ所定~記録用紙を用いv1受けcち患者~å報を整理w1患者理解を深±»

000活用y»

0ĀĀ受けcち患者~発達段階~特徴や病態生理{tz|»事前学習を行い1²セスメント{

000応xた看護~実践を行う

000~抽û1ケ²計画~立案1ケ²計画~実施1ß価~一連~看護過程を通w健康üベû{

0ÿĀ一人~患者を受けcち1å報収集1å報~²セスメント1強みx問題点

0ĄĀ日々~カンõ±üンスを通w1老年看護{対y»看護観を深±»こx|w}»

0ăĀ看護計画{基u}1看護~実践を行う

000w}»

0ĂĀ受けcち患者~強みx問題を²セスメントw1問題解決{向けv看護計画を立案

Ā．実習内容

※û細�1老年看護学実習a要項参照

0ÿĀ老年看護学実習aß価è{基u}ß価を行う

ā．実習ß価

000最終カンõ±üンスを行う

  ąĀ実習最終日1<実習を通wv~学びx今後~課題=<自分|考え»老年観=~テーマw

c．実習方法

0ÿĀ事前課題を決±ら¼た日f{提ûy»

実習内容
a．実習期間：9日間ÿ8:00～15:45Ā

b．実習場所：病院

ÿ．事前学習

科目名 老年看護学実習a

実習目的
健康障害~あ»老年期~対íx家族を理解w1健康障害|及ぼy影響や日~生活上~問題を
総合的{²セスメントw1様々z健康üベû{あ»高齢者{応xた看護を実践y»こx|w
}»

日置敦子0他

実務経験
内容

看護師xwv勤務wた経験を²x{講義を行う2



f期 3年全 担当者

単位数 1

f間数 40

実習ß価�老年看護学実習ß価èÿûーöúックĀ{基u}ß価す»

000 す»

00   セスüコード²用いv考察wz|¹1高齢者x~コÿュニケーション~取º方²学び1自己~

000 課題²明確{す»

0ăĀ 老年期~特性²uまえ�意図的zコÿュニケーション|w}»

※û細�1老年看護学実習要項b参照

0ąĀ 日々~カンõァüンス²通w1自己~老年観²深±»こx|w}»

    ĆĀ 実習最終日1<施設~特徴x実際~看護援助²通wv学³�こx=<高齢者x~関わº{¹

000考え�自分|考え»老年観{tいv=~テーþw最終カンõァüンス²行う

āÿ実習ß価

0ÿĀ老年看護学実習bß価è{基u}ß価²行う

0ĄĀ uまvまz職種x~連携û協働~あº方や保健医療福祉~役割や社_資源~活用²理ë

Āÿ実習内容

0ÿĀ コÿュニケーション|図¼日~生活援助²必要xす»対í者²1名受けct2

0ĀĀ 所定~記録用紙やコÿュニケーション{¹対í者~生活史{目²向け1対í²理ëす»

0ĂĀ 高齢者x~コÿュニケションや援助zy様々z場面~中w1学生自身~感åや態度²÷ý

000 tいv関わ»こx|w}»

0āĀ 高齢者~健康問題x生活機能障害~要因û}過|理ëw}1ýÿ的û予防的z看護実践{

0ĀĀ 技Ûąÿ項目²確認wz|¹技Û²練習す»

0ÿĀ 事前課題²決±¹¼�日f{提ûす»

科目名 老年看護学実習b

実習目的
施設w生活す»高齢者~生活~場x健康üベû~[様性²理ëw1老年期~特徴や家ï²支え»�
±{必要z保健医療福祉{携わ»職種~連携û協働x看護~役割²学v

実習内容
aÿ実習期間ÿ4日間ÿ8:00～15:45Ā14f間(9ÿ00～12ÿ00)

bÿ実習場所ÿÏ護老人保健施設1特別養護老人ホーĀ1高齢者福祉センター

cÿ実習方法

ÿÿ事前学習

榮琴恵0Þ
実務}験

内容
看護師xwv勤務w�}験²²x{講義²行う2



f期 3年全期 担当者
単位数 2

f間数 80

aÿ実習期間ÿ9日間~うち~4日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場所ÿ保育園û幼z園
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±¹¼た日f{提ûy»
0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認wz|¹技Ûを練習y»
Āÿ実習内容
0ÿĀ園長û指導者{¹園~ºúエンテーションを受q»
0ĀĀ毎日ýーテーションw1年齢~異z»¿ùス{入»(担任~指示を仰p)
0āĀ各¿ùス{1～2名zt入º1幼z園教諭û担当保育û~指導~²x実習を
000行う
0ĂĀ子y²達を観察wz|¹1幼z園教諭û担当保育û~指導~²x日常生活
000援助を行う
0ăĀ実習記録�翌日{¹前日担当~幼z園教諭û担当保育û{各自提ûy»
    ĄĀ実習最終日1<実習を通wv~学びû気u}=~テーþw終了»ン
000õァüンスを行う

aÿ実習期間ÿ9日間~うち~4日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場所ÿ病院
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±¹¼た日f{提ûy»
0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認wz|¹技Ûを練習y»
Āÿ実習内容
0ÿĀ患者ÿ人を受qct
0Ā)  実習計画を立v1指導者1教員~指導を受qz|¹実践y»
0āĀ援助�技Ûąÿ項目を確認wz|¹指導者û教員~指導~²x1安全û
           安楽{行う
0ĂĀ毎日»ンõァüンスÿ15:15~15:45Āを実施w1実習最終日�終了»ンõァ
000üンスを行う

※詳細�1小児看護学実習要項参照
aÿ実習期間ÿ9日間~うち~半日×2日間 病院実習前週~金曜日13ÿ00～16ÿ00
bÿ実習場所ÿ学内実習室 病院実習終了翌日9ÿ00～12ÿ00
cÿ実習方法

ÿÿ実習前シÿュüーション実習
0ÿĀシÿュüーターwバイタûサイン測定|正確{w}»¸う
000タス¿トüーニンÀを実施y»
0ĀĀ発達段階{応xたコÿニュÁーションを練習y»
Āÿ実習後シÿュüーション実習
0ÿĀ受qcち患児~事例を²x{1バイタûサイン測定1検査û処�~
000準備{¹実施1片付qまw一連~流¼w実施y»

シ
ÿ
õ
ü
ー
シ
÷
ン
実
習

実習ß価�小児看護学実習ß価èÿûーöúッ¿Ā{基u}ß価y»

保
育
園

病
院

科目名

実習目的

実習内容

小児看護学実習
小児~特徴を理解w1健康x成長û発達|促進さ¼»¸う小児xそ~家族~看護{必要z基
礎的知識û技Ûû態度を習得y»

ß俣芳子0他
実務経験

内容
看護師xwv勤務wた経験を²x{講
義を行う2



f期 3年全期 担当者

単位数 2

f間数 80

aÿ実習期間ÿ
bÿ実習場bÿ

cÿ実習方法
ÿÿ事前学習
   ÿĀ事前課題を決±¹¼�åf{提ûy»
Āÿ実習内容

a.実習期間ÿ9å間~うち8f間
b.実習場bÿ子²vo援施設
c.実習方法

aÿ実習期間ÿ9å間~うち~×2å間
bÿ実習場bÿ学内実習室
cÿ実習方法

ÿÿ実習前·ÿュüー·ョン実習
0ÿĀ·ÿュüーターwĀイタûサイン測Ûû計測û触ºû新生児沐浴等|正確{w}»¸う
000タ¹¿トüーニンÀを実施y»
0ĀĀ妊z期û分娩期û産褥期{応x�コÿニュÁー·ョンを練習y»
Āÿ実習後·ÿュüー·ョン実習

000º察介助û÷置û準備{¹実施1片付けまw一連~流¼w実施y»

科目名

実習目的

実習内容

母性看護学実習

妊zû分娩û産褥期z¸び新生児期{あ»対í~特徴を理解w1母子z¸び}~家ï~健康状態{応x
�看護~実践{必要z基礎的÷識û技Ûû態度を養う

小林麻美0他
実務}験

内容
看護師xwv勤務w�}験を²x{講義を行う2

病
院
ÿ
産
婦
人
科
Ā

N

I

C

û
G

C

U

病院／産婦人科
9å間~うち4å間ÿ8ÿ00～15ÿ45Ā

1. 受けcち実習
     1Ā産褥期~母子を受けcち看護展開実施
     2Ā受けcち対í者|いzい場合�1HDP1切迫流0û早産1GDMを1受けct場合|あ»
2. 機能別ÿ対í別Ā実習
01Ā外来ÿ2å間~実習w主{_期û中期û後期~妊婦健康º査ÿ計測ûº察Ā~²セ¹
00000āントû見学Ûび介助
00d保健g導ÿ個人Ā~見学00  000e母«学級û両«学級ÿ集団g導Ā~見学
00f2週間健ºûÿヶ月健º~見学000g各種üó¹ンへ~参加
02Ā分娩室ÿ分娩期ÿaûbûcûd期Ā~看護Ûび分娩進行管理見学ÿCTG判読û内ºû輸
        00液管理ûāûトÀùĀ記�等Ā
00û分娩介助û胎ö計測等見学ÿ必用f1分娩誘発û産科û血対応û新生児蘇生法1緊急
0000000000000000C/S1|引û鉗子分娩等~見学²含°Ā
03Ā手Û室ÿ_王切開Ûÿ硬膜外麻酔／腰椎麻酔û直接介助û麻酔ûベビーキăóチ等~見学Ā
04Ā新生児室ÿ新生児期~看護
00dĀイタûサイン~測ÛÛび全¯状態~観察
00e抱sこûºĀô交換ûß衣交換û哺�瓶{¸»授�実施û直接母�介助見学
00f沐浴~実施
  5Ā医師û助産師等{¸»Ăニター»ンõ±üン¹へ~参加û見学
※毎å1»ンõ±üン¹を実施w11û2週目最終å{�1}¼~¼中間»ンõ±üン¹û終了
  0»ンõ±üン¹を行う

病棟û外来û分娩û手Û¹Á¸ューû{¸º1各々w実習¹Á¸ューû内容~��|異z»|
全v~内容|網羅w}»¸う{調整を{けvい»

cÿ実習方法ÿ

·
ÿ
õ
ü
ー
·
÷
ン

0ÿĀ受けcち妊産褥婦û新生児~事例を²x{1Āイタûサイン測Û1検査

     1Ā病棟ºúエンテー·ョンを受け»ÿ医師û病棟師長Ā
0      dÿイú¹¿新生児医療Ûび周産期医療·¹テĀ／NICU／GCU~役割{tいv
0      eＮＩＣＵûＧＣＵ~看護~実�を見学実習ÿ病棟¹タóõx»ンõ±üン¹を行い1
0000úõü¿·ョンをy»
※実習ß価ÿ母性看護学実習ß価è{基u}ß価を行うÿû細�1母性看護学実習要項参照Ā

bÿ実習場bÿ病院／新生児内科ÿNICU)
aÿ実習期間ÿ9å間~うち2å間ÿ8ÿ00～15ÿ45Ā

※実習ß価�1母性看護学実習ß価èÿûーöúó¿Ā{基u}ß価y»

子²vo援施設{zいv1wßw生活y»母子をy~¸う{ýÿo援さ¼vい»{1ºúエンテー·ョ
ンや実�を見学w理解y»



f期 2年後期 担当者
単位数 2

f間数 80

aÿ実習期間ÿ9日間~うち~2日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場所ÿ÷イÁ²
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±¹¼た日f{提ûy»
0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認しz|¹技Ûを練習y»
Āÿ実習内容
0ÿĀ施設長ûg導者{¹÷イÁ²~ºúエンöーションを受q»
0ĀĀ毎日1行事{従sv役割を�たy(担任~g示を仰p)
0āĀ各Àûー÷{1～2名zt入º1実習g導者~²x実習を
000行う
0ĂĀ通園者を観察しz|¹1実習g導者~g導~²x日常生活
000援助を行う
0ăĀ実習記録�実習Ā日目{¹前日担当~実習g導者{各自提ûy»
   ĄĀ実習最終日1<実習を通しv~学びû気u}=~öーþw終了»ン
000õ±üンスを行う

aÿ実習期間ÿ9日間~うち~4日間ÿ8:00~15:45Ā
bÿ実習場所ÿ病院
cÿ実習方法

ÿÿ事前学習
0ÿĀ事前課題を決±¹¼た日f{提ûy»
0ĀĀ技Ûąÿ項目を確認しz|¹技Ûを練習y»
Āÿ実習内容
0ÿĀ患者ÿ人を受qct
0Ā)  実習計画を立v1g導者1教員~g導を受qz|¹実践y»
0āĀ援助�技Ûąÿ項目を確認しz|¹g導者û教員~g導~²x1安全û
           安楽{行う
0ĂĀ毎日»ンõ±üンスÿ15:00~15:30Āを実施し1実習最終日�終了»ンõ±
000üンスを行う

※û細�1精神看護学実習要項参照
aÿ実習期間ÿ10日間~うち2日間(8ÿ00～15ÿ45)
bÿ実習場所ÿ訪問看護スöーション1就労o援事業所

実習内容

科目名

÷
イ
Á
²

病
院

精神看護学実習

実習目的 精神疾患患者~特徴を理ëし1健康Þ復|促進さ¼»¸う対í者xそ~家族~看護{必要z
基礎的知識û技Ûû態度を習得y»

島繁久0他
実務経験

内容
看護師xしv勤務した経験を²x{講
義を行う2

訪
看

就
労
o
援



cÿ実習方法
精神{障害を抱え»人{たいy»1訪問看護や就労o援~実際を理ëy»た±
関わº方を学び1同行訪問やコÿュニÁーションを行う

実習ß価�精神看護学実習ß価èÿûーöúッ¿Ā{基u}ß価y»

訪
看

就
労
o
援



f期 3年後期 担当者
単位数 3

f間数 120

授業計画

科目名 統合実習

科目目標

6ÿÁーĀの一員xしvの自覚x責任�及び倫理観|確ûw}1専門÷xしv働くうえwの自己の目標や課題を明確{w}»

1ÿ看護部の役割1病棟看護師長の役割を理解し1病棟管理の実際や1他部門xの調整を通しv看護管理の実際を学ぶ
2ÿÁーĀúーÀー及びāンバーの役割を理解し1業務の調整や1医師や他部門xの連携及びÁーĀの一員xしvの役割|理解w}
»

5ÿ看護業務{zけ»úス¿を予測し1安全z看護を提供す»た±の方法を理解す»

4ÿ複数受けcちã者の状況を²セスāンøし1Á²の優先�位の判断や1f間管理をす»こxw適切z看護|実践w}»0

3ÿ一勤務帯1夜間帯,複数受けcち実習zyを経験す»こx{¸º1実務wの看護の実際を理解す»0

有村{zº0他
実務経験

内容
看護師xしv勤務した経験を²x{講義を行う2

実00習00内00容

aÿ実習期間0ÿ013.5日間0ÿ臨wÿ012日間0Āÿ学内ÿ1.5日間Ā

           (4)日勤業務{ついvコー÷³ネー¿ー{付いv見学す»

臨w

000(2)シÿュüーション00Ă÷û人形を使用しv診療の補助技Û実践00

0ĀĀ臨w

           (1)看護部門の組~{関す»オúエンöーションを受け» 

           (5)複数受けcち看護師x共{看護実践を見学す»

           (6)ã者の情報ß集及び治療û÷置1実施さ¼vい»看護援助把握をす»

           (7)情報ß集を²x{²セスāンøし1看護問題を抽û1看護計画をû案す»

           (9)一勤務帯û夜間実習wの体験をxzしv受けcちã者の理解を深±»こx|w}»

           (10)診療の補助業務の見学をxzしv1安全û正確û効÷的実施を学ぶ

           (8)複数受けcちの優先度の考え方やf間調整の方法を見学し計画{生{す

01 ÿ事前学習  0

           (2)病棟看護師長¸º管理業務のオúエンöーションを受け»

           (3)病棟看護師長{付いv1病棟管理業務の実際を見学す»

学内

実習要項xzº

実習の進捗状況{¸º内容変更²あºます2その場合事前{|÷します2

Àûープの概要0ÿ04人～5人/ 1Àûープ
備考

           (11)実習を通しv自己の目標や課題を明確{w}»

bÿ実習場所0ÿ0臨w 00学内

cÿ実習方法0

02 ÿ臨w及び学内指導内容

0ÿĀ学内

000(1)オúエンöーション00事例を元{技Û演習実践00振º返ºÿまx±Ā

0ĀĀ技Û７ÿ項目を確認しz|¹技Ûを練習す»

0ÿĀ事前課題を決±¹¼た日f{提ûす»


